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まえがき
現伐の日本における大きな問題の一つは.r老人の問
lHiJであろう。この問題は.乙、数十年における“長命
化"“ms市化"“政家族化'・1予の人IJ的・社会的変動要
肉によって，その困難さは倍加されている。
「老人問題Jは.一般には“ 健肢の問題(生活俊律や
スポーツ等健康維持の問題 ・医療の問題等)，. ..生活の
問題(食 ・4主・{干の問題)“"人とのそわ句の問泌 (家
自主や友人 ・知人等との交わりの問姻}ヘその基艇にな
る"収入の問領(労働報酬や年金・社会保障';Jf) "“就
職の問題(働く乙とによ勺ての自分自身の満足 ・社会
的存企/<l.の獲得 ・社会へのつなかりの契機を求める問題
等) "“社会活動のI制組(他人の世話や相談をうけ ・コ
ミュニティの活動 ・文化的活動 ・政治的活動等】 "p 逆
に"不健康の問題(医療施設や収容飽設の問題)"“生
活不安の問題(住むと ζろや養ってくれる人，ケアの組
織・科会保仰の問題等)・'それらを訴え ・相談できる
“社会的窓口の問題(也請の窓口 ・世話の7レンジメン
ト・社会的相談等の窓口) "それIc“尊厳の問題"等で
あろう。乙れらの問題はっきつめてれくと.~人の生(6
を当の老人を含めた全社会がどう支えるか，そのために
心何・倫理までーも含めて社会はどうあらわはならないか.
更にそのための空間 ・都市五十両をどうすべきか等の問題
にまでいたってしまうのである。
しかし.それらの問題も主人の仰め〉らの問題としては，
~人自身の主体的な立燭で身えな付れはむらないという
乙とであろう。もしそう考えるなら. ζの問題は，客体
的 ・主体的条件の干において.その時々を老人は『如何
によく生きるか』という間勉Kなろう。 ζれは.よりパ
ラフレーズして言うならは.それまで社会の-t1として
働いて来た老人が.当然受けべき社会的被議そうけなが
ら.在宅であれ施設であれ中間施設であれ自己の生命を
( 1 ) 
Ii})c['寝Ic燃焼させて.生き甲斐と尊厳とをl感じつつ円ir.
的1[.一生を終るζとができるようにすることと3うとと
になろう。
このような~人への社会のあり方l弘、長近いろいろ
なPR白から変化して米てL 唱。~.9IX~担と言われるものは.
総投収容1'1とでも三うべきもので.政策の中心は悩祉的 ・
医療的収容脳波への収容であったが.老人のtli合は施設
が住居1[，転化し易<.これかを人の急増とともに社会的
負但を急的し.65歳以Lの人円か10%を組える頃その老
人人口の 5'+;を収容すると大{事長華街的破綻を米fこすよう
になったという。そζで求められたのが中間施設本であ
る。 ιれは， (主ちと胞設の中聞に位i均する須崎考慮考v住
吉や住み込4み符PJ人 (wa:-den.housekeeper等)付き集
合住宅乃~住宅明施設等の額を供給しようときうもので、
イギリスなとでは前者でグランニイハウス.後者でシェ
ルタードハワジング等か開発され注目を集めており， 1:1 
A正でも前者でペアハウス，後者でilIi芽的ながらシニアハ
ウス等その方向の検索がなされている。か. ζれらのrn
.受・供給 ・巡営の'i'で分って来たζとは，乙れらの純設
が惟なる中間施&・通過飽設であるζとを矩否しようと
する動きのあることである。その動きKは. ζれらの施設
を生涯施設 ・ついの住み処にしたいという姿求かある。
更に人をどう「過するか』の問題になる。そして，日下
追求8れているのが.ケア付き住宅のl供給乃至住宅への
ケアの供給という処遇のし方である。との形までにいた
る左入居住の必形態がイギリスにおいて展開されている
ので.そのう定態を調査した。イギリスにおいては表lの
ような老人住宅サービス機関があるが.今回はそのうち
⑤ 事TheAbbeyfield Society. @Anchor HOllsing 
Association. @Hanover HousJng Association. 
⑥Help the Aged司②Nationa1 Federation of 
Housing Ass∞latJons f(Bernard Sunley House)， 
①Center [or Policy on Ageingを訪ね，運営の実
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状や老人の生活についてきくとともK施設の見学をした
のである。
ζれらの組織 ・総設の問要を述べるならば次のように
なる。以下.組識・施設を英文枝びlζ口文で略記するが.
それは下記のようになる。
叙述書号 英文略記 日文略記
① Center センター
@ Hackney 〆、ヮクニイ
③ Hanover ハノーパー
@ Anchor アYカー
③ Abbey fieJd アビフ ィールド
@ l:Ielp the Aged ヘルプザエイジ
①Centerセンター:右人援助IC.関する情報供給.立
案，調査萄移'(:0)センターで.オールドスト リー トにある。
ζ 、 κ. ~人関係の最大の図t'f館もあり . ζ 、で編集 ・
発行している老人関係の年鑑や月報頬も手に入れる乙と
ができる。実行諸組織の上に立って考案 ・立案する形を
と勺ているので.~人関係諸組織の情報を入手できる。
@Hackneyハック ニイ:Flatsをつくり.老人'C:賃
貸している。問題はWardenの負担で.Warden以外の
要員が配置されていないため.Wardenか建物の維持・
管県の外.社会福祉的な仕事までも背負わねばならなく
なっいる。
③Hanoverハノーハー:Flatsの賃貸と分譲を行なっ
ており.Warden(.})他、組織からManagerが月一回来て
社会福祉関係の仕事をするので， Wa吋enは他物関係た
けの仕事でよく，負担はか、らない。
@Anchorアンカー:Flatsの賃貸と分譲を行なって
いるが.主なるものは賃貸である。その他.住んでいる
住宅を改装し筈報装留をつけWardenまたは地域の機関
に結ぶ乙とをしている。 Wardenの他.社会保健婦が一
週一回来てしてくれるので，Wardenは建物の維持 ・管
理よき隣人緊急時の役占IJ以外の仕事はしなくて済む。
ζの組織は.いろいろのスタ ッフかよく揃い.iuf究組織
もOxfordlC5 -6人の上書官研究員 ・地方lζ3∞人の下部
制究員を織し.整っている。
⑤Abbeyfieldアピフィール ド:在来の住宅を改装し
て 7 つ程のBedsitsをつく り.共通の集り部屋を設~ .
風B・便所は共用のもの3つをとり， Wardenは~、ない
でHouskeeperを傭って，家族的生活ができるようκし
ている。
⑥Help the Agedヘルプザエイ ジ:Bedsits' Studio同
sats • Flatsの賃貸をし， Nursing Roomそ併殺し
ている。 Wardenが i人いるが、乙乙が乙の組織の教育
機関になっているため、現在他に数人が来ている。ポラ
(2 ) 
ノティ7が沢11おり.サーピスが行き届いている。
以上5組織のうち.Help tbe Agedt.:けが.政府繍
助を受けず，チャりティだけでやっている。 また.病気
にな 4た時.前三者 (Hackney，Hanovel'， Anchor) 
は独自の医療施設はなく.公の病院または老人ホームに
送り込まなければならないか，後二者・ (Abbeyfield， 
Help the Aged) 1;.1'虫自のFxtra Care House. 
N ursing Roomを持って対応している。医師は.前者
は組織内IC.持ち，後者は近くの医者と契約している。
むお.本研究は問手n61年3月25日から5月1日までの
大阪市立大学海外研究旅費C現により出張の際.本旅行
の本目的であるロンドン文学』とおりるM.Symes博土 ・
B.HiHiler防士号事とのH英伎宅の共同研究 と併行
して調査が実胞されたもので.短時日のため追究不十分
のところもあろうが.ζのような実地見間報告はζれま
でに我々の専門分野では見当らないので紀妥K掲載し記
録κとどめる乙とにした。
1 . 老人に居住に関する問題点と仮説の定立
本章においては.日本における老人の居住の問題を泊
して.何放イギリスの老人住居の状態を調査するのか.
その問題点は何か等について述べる。
日本においずは，1970年から高蹴化社会JJI乙入ったと
言われているが.65歳以上の人口の年勝術造係数も1950
年5係強引であゥたものが，H渇O年8.88%1C:伝り (国勢
謝沓では9.JO!ib)， 20ω年11:，;t2J .29% 3) Ic.なる乙とが
予測されている。
乙のような状態にある老齢者κは.厳用 ・ 労働 ・ 匂'.~.
経済・健康・医療・扶養・居住等の分野において機々な
問題叫が起きている。中でも.生活の問題は深刻りであ
る。それは老齢 (65縁以後の)期間の長期化にもか、わ
らず，年金等の未繁俄 IC.~っく 収入の不安定.それκよ
る不網目医な労働とその長期化.若者の絞家族化・老人の
独居化iζ伴なう家族扶養の脆弱化と社会的扶養のぷ熟.
ライフサイ クル』ζ見合った規模 ・間取り ・設備をそなえ
た住居の収入の5分の l以内家賃での入手困難と家屋使
用主義の未普遍化等IC伴なう屑住空間のゆがみ，老人 (収
容)施設(老人ホーム〔養護・特殊養護 ・経費).老人
病院.老人官官等)の不足とそれを和らげるための中間筋
設の未整備等による老人の不通謄な居住状態への放置.
広人の得にくさや独屈の強衛IJ.愛情注入対象の主主失 ・疎
外・貧窮・無介助等による精神の不安定化と自殺，等5) 
の製象ICt.fって.現われている。
住居の問題は，実はそれら生活の諸問題の中Ic.，とい.
うよりは，機造化された生活の諸問題のーっとして.た
らあらわれる。住居Kついても，他の生活問題同級の.さ
作目l他:シ .r.Jレqートハウゾンデ 91ー
主δまな諸問題があるが，主ず{主席の所有形態について必
べるなら.五な働きf=.が65才瓦U二の1
'
トmのうちその%75'17 
n U978年75.9%.1 ~お3年76.3'?b) か持ち家で持ら L .
17'bf早(1U78年17%.Hお3fド16.4%)か民営借家fC，6 
4語強 (1978年6%.H浴3年6.6%)か公常借家・ 公団公
社住宅・給与住宅に付:んでおり，僅か 10，:，弱(1978年1
%. 1983年0.8%)がいl庖 ・住宅以外の也物IC肘伶する
状態引になっている。
ζれに対し，社会的な施策としては.100万を鍾す単
独↑せ帯数 0975年87万3千.1980f下126万 l千. 1982年
134万6千}及び200万を越える夫婦のみの世併救 U9
75年144万9千.H泊。年200万6千.1982年224万1千)
の|せ併7)か.主として1978年149万7千9丙丙(符ら家
191)J 5千8百万戸.借家58万2千l百戸[うち民営借
家43万8百戸)) 1983.f下319万9千4U戸(持ち家245
万9千1ep・1治家74万3行戸[うち民営借家521j7千
7百戸J)の住吉引に住み.胞.交としては老人ホーム19
80年で2257ケ所16万8下90"46人分(定目)91 (特別養
護老人ホーム1031ケfir8万3百85人分・li謹名ー 人ホーム
944ケ所7万4百50人分 ・事E費老人ホーム206ケ所 l}j
2千5044人分・有料老人ホーム76ケ所5千S百67人分)
1 983ff2766ケ所19万7千9百67人分91(特glJ:j堅議老人ホー
ム1470ケ所10力5千8ff87人分 ・益護老人ホ ムー9千6
ケ所6万9下7百24人分・事E岱老人ホーム259ケ所 l万
5千3宵41人分・有料老人ホーム91ケ所7千15人分[19 
85~手 3 月乙れは8.437人分引に注している) ) . ~主人病
院1985年で9.515ケ所10)(病床数不明)かうえられ.住宅
→.t人ホーム→老人病院の住まい方転倹かはかれるように
俗っている。しかし.問題は上iliの敏字でも分かるよう
κ.住宅以外の施設があまりにも少ないと這う乙とであ
る。 ζれは，寝たきり，Jt人が1981ifで在宅30万7千人 ・
入院13刀l千人11)であることを見ても符ける ζとである
が.実際ILも老人病院は満床で't，J.かなか次の人達の器
(ヴ L イテ fングリスト〉かまわって来ない。12)ζ れは.
~人ホームに比し.病院は灰除法人の形で害IJり合いに，没
立詩吋が下り易い】21のて・多く住てられているのにζ うな
るとL寸。病院は.比較的経費がか、るか，保険かきく
し家庭からのケアの転嫁としての「社会的入院J.生
命のターミ十Jレ(終末の湯)としての47え(病院内死亡
が自宅死亡の数倍にはるに開業医の高齢化による住診の
減少や訪問看誕のおくれ・ホームヘルプの薄少等による従
宅ケアの閤鑓化等諸種の要因131うも作用して，米国などで
は平均8日である入院数か.日本では8倍の82臼lりになっ
ている。 ζれIcは.もう一つ大きな要因か働いていると
考えられている。それは、老人ホーム，その中でも特別
( 3 ) 
袋議老人ホーム(介護付き施，&)か不足 ・ 未~備のため
に.病気はなおっても紛るべき適当な{l附かなく，病院
Ic届続ける13)ということである。乙のため.現復~t.M cさ
れぷぬされているのか， 名ー人病院と特別l益遜~人ホーム
との聞に入る「中ml施設J141 7である。問題は， 後の~介
.lQ-l;人対策をどうするか，それは条件に応、じ企宅サーピ
スと胞投入所を充実し.f.iil民的要望iζ乙たえる141ζとで
ある。乙のために，砲。止として上述した「小間胞投Jか
クロースア yプされるのである。 ζの「中間施設Jは.
返院後のリハヒリテーシヲンと生活訓練.家庭ではケア
でき低い人を対象にして行なう医学的衿即と看護の施設1り
である。しかし.乙れもケアが長期にわたるときには
「家庭』ζかわる生活殴涜が必委jとされている。
ζの与えは.まだ定かIr.cli.る形Ic定っていなし、。米国
のスキルド ・ナーシング ・ホーム14)のような新しいタイ
プの胞設が身えられているが，在宅倒施，&'4)も考えられ
ている。
U本の老人施設は.間際比鮫15).で・も欧米IL，特にJt欧
諸国Icはるかに及ばないのであるが.そのように少なく
またおくれた状態にありなから.その方向1<:家庭的なも
のか求められ.(f.宅サー ビスが検討されている。欧米で
は胞没収容叩の行合方か強かったが."没近は住宅福祉16)
の方向にかわって米ている。日本においても.要介JI~
人Ir対して夜'Btultltか唱えられるはかりでなく，まだlC
丸信老人を7含めて.老人一般に対して長く続けて来fこ生
活犠式 ・生活関境を保持させる方向IC変わって*た。
一般の老人は.在'壱とJZう言葉が含む;岱l沫以上の合意
をもって住宅と言うものを，~議(無意識的に怠識〉して
いるものと考えられる。 ζの住宅は.俗IC言えば“減"
であり“独郷"であり，それにまつわる臼然的鹿嶋であ
り.更iζ仲のよい友人等を含む人間的.Gt績である。{下宅
1:居ると君う乙とは.乙のようは環績を録供されるとき
うζとである。乙のようであるから.住宅は「便利」な
はかりではく「質のよいもの」であり.ロケーションも
よいものでなければならなL、そしてケアが1).ついてい
ないとならない。
ζのような観点から日本の老人の住居を見る乙とにす
る。政府 ・地5公共団体・他の.t人向け住宅胞策そ見る
と. 1983~老人世帯向け公営住宅が636戸(.lf.人1廿等分
294戸・.l;人同居世得向332戸 ・ベア住宅10戸).金融
公i事の~人同居住宅他投戸数(二世場住宅を含む) 96.00 
'7戸{イqし1982年九住宅公団老人15]属後i8配分戸数(身
附者の優遇配分戸数を含む)賃貸し996戸分譲5，734戸
(両者とも 1982年)18)であり.-It人胞策が極度IC少は
く，おくれている ζとを示している。人々は住居に対し
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て.15%19>;か悩みをいたいている。 ζれら老人の住まう
住居は，便利さ・質のよさともに満足の行くもので・はは
い。乙の{也.地万公共団体では財産拠出を条件にした有
料ケア (武蔵野方式)20}とか，アバート借り上げ独り暮
らし老人への貸与21).施設近傍への導用住宅の怨設と入
居者の施設(風呂等)利用叫独居老人用住宅小団地造
成21)~事，諸種の興味ある錨策を模索している。しかし，
乙れらもまた芽で少さし定者していない。
乙のような状態ICおかれている老人のlわから.また乙
のような状態に達しないIJ年J)至若年を交えた層から.
計画的jC~飴期のことを考え.住宅を便利なと ζ ろに位
置しながら成る程度の質も得ょ うとする動さがあらわれ
て来た。乙れは前述した国や自治体{地方公共団体)等
の胞策の住宅供与運動で伝し住民の自力による住宅獲
得運動.住宅入手運動である。 ζの運動の中の大きなも
のはコーポラティヴハウス運動とシニアハウス運動であ
る。乙れらの巡動の主要なものは，まずはじめコーポラティ
グハウス運動として始まり，全国で多くの煩例の運動が
起勺たが.その中で老餓へ向けての強力な住宅入手運動
が各古尽に起った。 ζれは.老後の不安を問績がよりそ
うように集ってくらすζとによって解消しながら..f:後
tl)生活を楽しみたいとするもので.住官は積層式のアパー
トやコーポラティブハウスと同織に見えるが大団地とせ
ずκ.10戸から20戸以内にする乙と，集会や文化用の共
用総設が有りそれを使ってお足のコミ 2ニケーY ヨンをは
かる乙とができる乙と.中にはまた近くに医者及び健政
管理iζ関連した専門限(保健婦等)を配lf1.する乙と，住宅は
聞Iの中の知直便利な淋しくなく文化jc近いと ζろにとるζ
と.市内iとあるにもかかわらず土地供出や等価交倹方式等
により安い価絡で住宅を入手できるようIcする乙と，等
均可也の行き方のものと異なっており.経演や健康 ・生活的
文化的要求iζ合致した行き方であり.現在.t人ばかりでな
く.司年・諸自治体当局者等にも注向されてL唱。乙れは.
比較的低所得者，普通のサラリー7 ンが町中IC考後の住
宅を購入できる方法であるが.国や臼治体の補助が受け
られるなら史lζ低所得者もそのような住宅を入手できる
ようになるであろう。乙れは， 40級をこえるとグループ
jC参加でき，住宅購入申込 ・コミュニティー形成活動参
加が可能になるので.シニアハウス(連動)22)と呼ばれ
ている。
ζのような動きもましえた.新しい広汎な老人住居獲
得の潮流は，恨の深いものか.また，官fIH・運営上どの
ような問題があるのかgζれらを知らねばならない。
われわれは，以前から老人の住鼠の問題を研究して米
た23L そして.その結身~，老人は主体的に生活能力がi昼
( 4 ) 
化するものであり.人ICより時期により病気等の条件Ic
よ句その度合jC:は差かあるものの.大筋では何らかの生
活の支えが必要にはる乙と.それは家族的なものが怠良
であるが.絞家族イヒゃ老若双方1世代の半独立化の進行等
ICより，債なわれて来ていること，従って家庭的味わい
をいくばくかそなえた媛助体が必要な乙と.ζれを裳{本
24)といっているが.住宅供給も5主体のついたものではり
ればならはいζと等をっきとめた。また，農村がラーバ
ンイ1:15)するにつれて.農村の家庭内でも生活集団のとらえ
方(老人を中心とした(勢)力と若(夫婦〉者を中心と
した(勢〉カの支配 ・被支配関係.生活集団の形成の仕
方.扶養のあり方，孫(子)の教育の仕Ji等がかかわっ
てくる)が変って米る。例えば，昔(戦前)は|組ゐ込
み型Jで、あったものが「伺互半独立問JJ.・Iclll::るように。
乙の生活型への変化の考察は，現代都市家族の老若位代
のあり方・その訣養関係の考察等IC参考にはると乙ろか
あると考えられる。
現在.広汎Icお乙っている問題は，コーホラティヅハ
ウス運動やシニアハウス運動等の中で見られる傾向27!
でを若でともκ町の[IJlc住みたい要求.1虫庖でも友人 ・
見てくれる人を得ながら{主まう要求等であり.ζれには.
伎戸の集合のハウスが.J~刈文化活動部分 (コミュニティ
形成のため)・医療部分(俄戚推持・診療のため)を持1こ
なければならない。乙のζとは前K述べたが，更に入居
者を世話する官煙者付きハウスか要求されている。た、
乙の管盟者は，ζれまではul物の維持管理のtl任者とし
て要求されたのに対し， ζの段階ではそれ以上のもの.
つまり『生活管理J.言葉をかえれば“生活の世話"
“生活の面倒"も見るζとが要請されているのである。
生活のl面倒と言っても.多岐にわたりまた深さもいろ
いろのものがある。留守・寸1の事を告げ合う位は現在の問
地でもやっている。もっと深い関係の面倒見である。
乙れは.I:l本ではまた未知のζとである。どうすればよ
b、か。
われわれは， ζ 、で一つの仮説を打ち立てたζとそ覚
るのである。それは.老人住居を与えるICI;I..ケ7Hき"
でなければならなL、。乙れは.前述のように. r援体』
として綴能しうるt主宅運営組織と言う乙とである。
イギリスでは.伎込管理者 Cguardian)付きまたは
warderrf寸きの住宅供与がなされている事を知っていたの
で，イギリス 11:渡った際.J，~査する ζ とj(した。乙の調査
の意義はイギリスの老人住居が前述の仮設「老人住居Ii
n主体』の機憶をするように与えられているかどうかを.
JU也を実際に見話をきく ζとκよって検証する.と1iう
ζとである。つまり n昼休論』の夜明である。
持問{也:シ~ Jレ?ードハウジ〉守 93ー
2 y:t;， I:.iliω性絡を持つイギリスの老人{安値を.短
L、滞在期間内になるべく多く見る乙とにし.表-1の組
織名や先方での情報を頼りに調査を行なった。幸，行き
方の恨の進う諸組織及び中央情報センターを訪れる乙と
ができ.持益すると ζろ大であったと4・えている。凋資
結果は2!;t1L見る通りであるが.乙れは先方の発言を録
音し忠実κ択し写したものであり.ョ提Z見~:日本.;奇的iζ見
ると熟さないように見えるとζろゃくり返しtζ見えると乙
ろもあるが，調査結集』ζ慾，i，jを加えて改変したくないの
で版文のま、とした。
2. イギリスにおける老人住居の調査
調査の概要
調査対象
臼本におけるιー人住肢の日下の関心の一つが.tみ込
みvf!l人十lき.)~問自ißう封、「きの小規僕集合住宅であるが，
イギリスlとおいては1957年の住宅法施行以来浮かびよっ
て来たゾェル宇一ド・ハワジンクが乙れに頬緑の部組iζ
凶する。それで今凶lよ， シLJレヲー ド ・ハウジングを胡
fiすることにした。
シェルター ドハウジングについて
Centre for Policy on AgeingのHedl白yTaylor 
.L¥:ICよれは γェルタートハウスは次のようは経伐を経て
出羽したと言っている。以下氏の発言を号1<。
主E凶では.老人人口が少なかった時には問舗にはらは
か.-，1こ新たな住宅問題か，約2Qtf三位前(1960年代}から
起った。それはを人の中でも特IC身体の弱つでいる人が
多くなるにつれ表出した問題である。具体的にはil物の
(住宅の)維持7部唱の間足~H::&われ. 自分i主か住んでい
る住宅を修繕するのに肉体的にも符済的ICも困難な状況
が生れたのである。それは特に公2之住宅のフラットに住
んでいる人達の中κ表われ，そのため.そ ζ花住んて・い
る老人人Uか多い地域符.修繕されない住戸か多くなり.
環境かわるくなる。したかっておい入居者は.よりよい
.tìiI~売を求めて， そζからtUて行き.新らたな入居者は来
なくはる。乙の上うな状況が生まれると.住I;t境は加法
!変的にわるくなり.スラム化する。特に.乙ζ10年位前
から肉体的IC~~ つでいる主人が増加し.より大きな社会
的問題となり.新らたな老人住居としてのシュル宇一ド
ハウジンク(1)出現となった。
調査方記長・ 調査期間
一在者・らは.1986王手3月-5月にかけ英国K綴企し DO
EIC投録された600もある老人向住宅のみを供給する釧
織住宅協会中，主1:.ロンドンを1ド心ILシェルタードハヴ
ジンタを供給する組織の'11から.}I-1 及び現地のイン
7 方ー メ-:..-ョンのtいから代或的5組織(公立色の強い
( !i) 
もの.アピィフィールド.i、/ーハー.アンカー.ベル
プザエイジそ選び，それらによりつくらている伎居につ
き調査し，その生活状態及び組織の述営上の諸問題を総
取した。調査方法 ・内界は，文献による情報収集とヒア
リング・写真録彫記録.放びインフォー?ン卜 f現地)
を通しての上記の住居の状態及び生活の実態杷爆である。
インアす 7 ントは.ロンドン太学. SOAのPHDコー
ス8籍者のKeikoTanakaとRurthHiraiである。
更に Centrefor policy on ageinglC却、て.現在
英国て当而している右人問題につき，特』ζ飽設のありか
たについてヒアリングした。
3.イギリスの老人住居-ンェルタードハウジングの調査
結果
老人向け住宅の供給組織5組織とそれらに情報・立案
~~是4共しているセンターを訪れ調査した。まず.センター
のd間結架から述べる乙とにする。 ζの叙述は.すべて
乙たえてくれた人の発言をそのま、記録したものである。
Centre for policy on ageing. <f>.Jfljま..fJUEの!R:[Ji.)
の老人問題ム特I[シェル与一ドハウジン夕方の必人施
設に視点をおき，当センターのSeniurResearch officer 
であるHedleyTaylor氏κ而接凋貸した結束について
述べ、以下氏の発言内容である。
ζのセ Yターの組織は，ボランティ 7の組織であり.
全国的なA巨人の政策』ζl知-jる乙とをあつかっている。(.
人iζ関して医学的.J.t物学的問題では行<.社会的.経
iA的問題』ζ関心を持ち.11央政府や県や市.あるいはボ
ランティア組織と必絡を1)(りはがら.政策についての鑓
案をしている。それは具体的には， ~人の住宅や健康.
レジャー.収入.tl J6~手Icl刻するζ とである。また. 老
人』ζ関する社創)(J ・縫術的問題のt~if.!で IJ: ， ζ のセンタ
の図書館は英国ーだといわれている。そして.直後老人
問題に取り*1んでいるボラノティアの人遂に.インフォ
メーゾョン・サーヒスもしている。他tζ工イジ・コyサー
ンという国や地方白地体から沢山補助金水1を受けている
ボランティア組織があるが.乙の組織と Cenre fof 
POICly on ageing jム全く別の組織である。エイジコ
ンサーンも地方に色々オフィスを持ち.地域の.(.人問題
と取り組んでいる。しかし.~センターも老人I[関する
研究をしているので.国や地域の団体(自治体)から補
助金をもらい.エイジコンサーンの他にいくつかの良い
団体~*2と連慌を取りながら仕事をしている。乙のセンター
の研究方針は.老人の住宅 ・健康 ・経済 ・人権等の問題
を個々に切り離して研究するのではなしこれらの問題
は.それぞれ相互に関巡しているので.全体を包括的に
とらえながら研究を進めている。
-94ー 住 居 予言
現在の老人問題一特にその施設を中心にー
英国的の老人問題は.老人人口が少ない時には問題K
tJ.らなかったが.乙乙20年位i苅から問題』となっている。
現在の老人人口は.約20%である。特に， ζζ10年間位
の聞に身体の弱っているを人が増えたため，へJレプサー
ピスやソーシャルサービスを必要とする人速が増え.予
算の問題に大きくかかわりたし.老人間掛か大きく取り
上げられるようになった。乙のセンターの組織は.約40
t手前iζロードのタイトルを持った民族が老人問題を始め.
そのf免 3つのパイオニア的役割を果してきた。それは，
"ホームヘJレプ"と“ゾエJレター ドハウジング"と“住居
のケア"である。そしてζの組織は，実際Ic老人ホーム
を也てるのではない。老人ホームと協力しはがら，老人
が老人ホームにいるからといって.普通の人間の生活が
出来ないのではなく.人間としての尊厳と自由を持ち，
その中で，最高の生活が出来ることについて.is究して
きたのである。それは老人ホームだけでなく，他の色々
は老人のハウジYグIL対しでもあり，具体的には， “ε 
人は食べるものがあればそれで良い"というのではなく.
精神的・情緒的な問題もあり.そのようなものが実際.
"行動的IC住宅と作用してどのようになるか"という ζ
とである。 現在直面している問題で大事なζとは.老人
ホームの立地条件である。それは.哲人ホームをつくる
時.他の~境からはなれたと乙ろで孤立してつくるJïが
よいのか，それとも若い人達の中』ι浸って住めるようκ
した方がよいのか.である。しかし.当センターでは.
乙の問題に関して“~人が選択権を持つべきである"と
考えており.ホームを提供する仮1)としては， rどららも
用意すべきである"と考えている。
英国では現{f. 老人人口の約5%か. シ~ }レタードハ
ウジングに入っており.約2%が老人ホームに入ってい
る。そして両方合わせて約7%の老人が，広い意味の老
ホー ムに人ってい~ζ とKなる。そ して銭りの93%の老
人は普通の家に住んでいるわけであるeその中で.家族
とー絡に住んでいる老人はごく少なく.ほとんどが老人
たけで往んでいるのである。乙のような中で，ショCJレター
ドハウジングの供給は火事なととである。しかし，939百
の老人が普通の家IC住み，その多くの老人が. “住みな
れたと乙ろを離れたくなL、"という希望を持っている実
状K注目して，現在.普通の家で老人をとのようにする
かが重要な問題だと考えている。そして今考えている ζ
とは， “老人を地縁コミュニティの中でどのようにシ 4
1レターするか"という ζとである。具体的Kは.ホーム
ヘルプのありJi， 健康IC対するサーピスのあη方.友透
や仲間をつくるのにどうしたらよいか.とか.貰い物を
( 6 ) 
どうするか，というようなζとについて. シェルタード
ハウジングK老人を入居させるのではなく，普通の家に
住みはがら，どうゾ_:.Jレターするかという ζとである。
f英国で一般に~・人というのは.定年をむかえた時期か
らであり.年令的fLは，男65..rで女60才である。しかし
定年の時期から10年-15年は健康的IC問題はないか.75 
才-80才になると自分のζとが自分でできなくなるため.
色々問題が出てくる。)乙のI也峨コミュニティーの巾で
老人をシェルターするという考え方li. 人によっては
“経費か安くつくから進めている"というが.われわれ
はζれは決しで安くつくとは考えていない。というのは，
地繊の中で.自分の家』ζ住みながらの老人IC.本当K質
のよいサービスを提供するという乙とになると.シェル
タードハウジングや老人ホームをつくるより，実際には
値段か高くなると考えている旬
J欠i乙英国の老人住居の供給システムについて少し誌へ
てみる。シェJレタードハウジンゲについては英国がパイ
オニア的役割そ果してきたが，当初は地方自治体だけが
供給体として機能してきた。しかし段近は.ハウ ジJ ク・
アソシエイションのハノ-.，/'{ー とかアンカー とかアピィ
フィーJレド等の組織.その他お金持ちの人達のための
私立のものが出て来て供給するようにむ勺ている。現在
ζの私I[.のものが急速に増えている。
一方.英国では老人の世話は現符誰かしているかとい
うと.家旅が世話をしている湯合か一書多~\.したがっ
て.国や地方自地体の仕事は，老人を世話する家族u:.媛
助を出して行く事がょいと考えられている。それは具体
的には.家島長の負mを終くするためのゾエルタードハウ
ジングの提供であり.またホームヘルプの1IUIであり.
老人いζいの場として.あるいは社交の織としてのテイ
センターであり.食事のサービスであり.話し相手の提
供である。しかし.ζれは形だけのものであってはなら
ない。例えば食事のサービスにしても.現在車で暖かい
ものをサービスしているが，老人に食べる物が与えられ
れば.それでサービスが行き届いているというわけには
行かなL、。乙乙でサービスの慣例笥われてくるのである。
サービスの笥とは配給車で遊ばれた食事を在人か一人で
ポツンと食べるのではなし食べるという行為を~かに
寸るため， そばに人がいる事も必要になるし.~かなqE
聞を含めた環境が必要になる。楽しい食事をどうしたら
出来るかという乙とにもはる。また~人ICとって楽しい
という乙とは食事をする乙とではなく，人と人との触れ
あし、かも知れないし，乙の辺のと乙ろを乙れからまだま
だ迫究して行かなければならないと考えている。
ζのセンターには，建築IC関する情報も過去のものす
持問他:シェルター ドハウシノグ - 95 -
べてが収録されている。そしてそれらを使い， f皇築家で
は専問以外0)分野まで考えるのはなかなか大変であるの
で. ζのセンターはそれらを補い，右人問題を総合的に
考えて悠築をコーディネイ卜する役割jをも県たしている
ωである。
またシェ'レター ドハウジン夕刊の話Itもどる。シェノレター
ドハウジングは基本的iとは住吉を供給する ζとである。
しかし現在かかえている大きな問題は.入居時に元気は
老人も.だんだん年を取るにしたかって身体が弱ってく
る。そうするとWardenの仕悦Bが非常に地える乙とで
ある。乙の解決策として. 1つは看議射をつけたt).医
僚的サービスをつけたりして，本当に身体の弱った老人
の世話が出来るようにする.という ζとと.もう lつは
た部分の老人は元気でいるので.少量史の身体の弱った老
人Ic対して，外からのサービスを塁手入するという考え方
である。当センターでは後者の}Jかょいと考えている。
現在. ~人LJ:I，ぷのあり JJについて当センターでは次のよ
うに考えている。
~~初，シェルター ドハウジングは，~人か自分の家で
一人てポツンと生活している問題から，解決策として録
業され.供給されてきた。そしてシェ山?ー や、ウジン
グでは.~人迭は独立した自由な生(5をする。そして.
4本か弱った時には左人ホーム4ζ人り.病気ICはったら病
院に入る.という ζ とか望ましい~と考えられていた。
しかし‘段近の研究の結果ーでは， ζのようむ老人の生活
のあり万は好ましくないという結論κ返した。というの
は.乙のようなあり5では， 必人{は孟臼分の言家反カか忌らシ.:1-)ルレ
宇一ドρJハ、ウジンクグ.許χ、
移り机.病気iκζなつたら病院lにE移ると言う乙とiにζむるか.
h段立後iκζは墓i湯易』ζL、たると君う乙とiにζ/はtる。 ζれでは老人
はまるで行きつく先が袋場のベルトコンベアIC乗せられ
ているよう伝ものであるからである。乙の行き15は老人
』ζ嫌われているか，われわれもζれ』ζ乗せられたら嫌で
ある。現在名人の望ましい生活の姿は.老人が，自分の
家にいながら，必要な段階に応じたサービスがいつでも
うけられる乙とたと考えている。英国の老人にアンケー ト
そ取ってみると，ほとんどの老人か.自分の家から離れた
くはい.}，正法がいる環績からはなれたくない.なれ綴し
んた所をはなれたくない判.という結呆か出ている。も
ちろん，へJレトコンベアのような生活を好む老人も中lと
はいるが.そうでない人の方か圧倒的に多〈大多数を占
めているのである。そして.白分の家から老人がははれ
る時は.強制l的な力によりはなされ， レやいやながら総
攻に移るといっている。したがって.ベル トコンベア的
な生活がためだというのではfJく.その選択は老人tζま
( 7 ) 
かすべきである。と考えている。
National Federation of Housing ASSOt'latJon. 
(目白rnardSllnley House) 
乙のHouseのある場所はロンドンの中でも絞も貧しい
人連の多い地区の一つであるHackneyであり.その所千王
者はNationalFederation of Housing Association 
である。(また乙のHouseは賃貸住宅である。 j以下乙
のHouseのWordenであるBobLihle氏と. Hackney 
地区のAgeConcernの僻究者であるNigelTarcing 
氏との面接調伐をとおして.1.ムく現在の老人問題と， ζ
の地峡でかかえている問題.及ひ~BernaTd Sunley 
Houseの廠設について述べてみる乙とκする。
乙の地域()J./t人問題ぞ考える時.現在かかえている大
きは問題の一つに民悠的問題がある。ユダヤ人. トルコ
人.インド人.中国人等がおり.それぞれ聞有の生活と
文化を持っているため司 ζれらの人達をlつのHouseの
ι!JIζ一緒κ入居させるζとは非常1[，むずかしし、。したがっ
て.現在色々高論されているが.試みとして，ユダヤ人
のための特別のシェルタードハヴジングの計画がなされて
いる。またもう一つの問題として，パラ(地方自治体)
か財政的Kシ"Iレタードハウジンタをつくりきれないた
め.千普通の人の住んでいる家に (一般に老人が住んでい
る協所1[.).警報システムを取り付け.何かの時にはそ
れを老人が押寸乙とlζよって，サーヒスを提供するよう
にしている，という乙とである。
ζの地区にあるシェ山タートハウジングは.公立のも
のが33ケ所てあり. '、ウ ジングアソシエイ ションのもの
が15ケ所である。入居者数は.公立が全部で1.0ω人で.
ハウジンタアソシエイションと合わせて約1.500人であ
る。パラ人L1lt対して右人人口は約0.596である。また
ζの地区は.公立が財政的1(，苦しいため.地区が希望し
ている以tの数をハウジングアソシエイションかilてて
いるのが実状である。なお入居者か支払う経費li.公立
が過30ポント.ハウジングアソシエイションは公立より
3096-40~高く .必約40ポンドである。しかしとの合翻
も胞，没1(，よ勺て差がある。というのは，シムルタードハ
ワジングそのものが過去15-20年の聞に発達してきたも
ので，占い胞設と新しい抱設では設備等もちがい.その
ため.入居者が支払う金額に差が出て来るのである。ま
たζの金額は入居者が家賃として支払うもので.内択は
暖房'!i.給湯資.Warden等の費用である。公立の入居
者の場合，年金受給者でしかも生活保証量の対象者か多く，
ζれらの人達li週30ポンドの家賃は国が出しているζと
κなる。因みに乙のBernardSunley Houseの場合を
例にあけFると.人居者35名中.家賃を困から全部出して
-96- 住居学
もら勺ている人が50%.一部自己負担している人か45%.
自分で出している人が l人-2人である。他の施設も乙
の地以は，だいたい同じような割合である。ただロンド
ンの中でらハムステ y ドやケンジントンのように金持ち
の人の多い地区はζの割合が変わると守、われる。入届規
当患については，公営の喝合は今まで市営住宅lζ入ってい
る人達を対象K.給湯設備がわるかった内.住物の古さ
等を考古宮し.年令.健康状態.身内の人がいるかどうか.
鱗近所Ir:.YiJlしい友人がいるかどうか.という乙とを点数
化し.ウェイティングリストに載せている。またハウジ
ングアソソエイションのシェルタードハウジング入脂規
椴は.50%を地lポの推薦で.伎りはボランタリーの組織
や.ハウグYグアソシエイションの推薦はより入れると
とになっている。入居者は，普通シェルタードハウジン
グと同じ均所1(.住んでいる乙とが原n'Jである。ただ場所
によって.ウェイティングリストに乗ってから非常に長
い時間待たなければならない湯合.月IJの局所lζ移される
ζとがある。乙れは老人1(，とって.住みなれた所を離れ
新しし、環焼lζ入るので.決して良い状態とはL、えないと
身えている。
今まで英国では伝統的lζ人々が年をとった時.経務的
'L~かな人i主(;t.一つのケースとして伺人的にホームヘ
ルパーを属い身のまわりの世話・をしてもらうというやり
方と . もう一つは.海岸等にある~人保養地花アパート
を従って住むというケースである。それには.イースト
ホーンやスコットランドのセントアンドリ ユース，ある
レはクラクトンである。クラヴトンは町全体の人円の約
半分が老人であるという。しかしとのよう~地区の自治体
は.老人といっても経済的に恵まれている人達ばかりで
あるので.今まで財政的ι考人のための支出は少なくてす
んでいた。しかし段近，乙のような地区1(.もシェルター
ドハウジングが出来はじめている。それは経済的に強か
な..[・人のためには私立のシェルタートハウジングであり，
貧しい老人のためには公立の・ノ.LIレタードハウ ジングで
ある。しかし乙のような地峨の新らたな問題の一つは.
中間層の人遥の錨設が被けているζとであり，もう一つ
は.中産階級の上以上の老人達は問題がないが.中産階
級の中や下の人選で，一生財産が続かない人i主である。
というのは.インフレI[より年金や貯金を食いつぶし.
その結果.アパートの手入れも出来ず，そのような家は
と'んと、ん価値が下ってしまっている。また日常生活でも.
食費を切りつめ.暖房費や給湯rtを切りつめるため.
寒い部屋の中で飲まず食わずでいる.l;人が少なくないと
いうのである。
と乙ろで.シェルタードハウジングをつくる時，現在.
(8 ) 
ど乙でも入居規格をどのように決めるかが大変なととな
のである。というのは，ど乙でもウムイティングリスト
が非常に長く，入居したい人達が申し込み時には.精神
的にも肉体的にも健康であるが，長い期間待っている聞
にその状態が変化するからである。入居の順番かきた時
には. シェノレター ドハウジングに入るより，老人ホーム
や病院に入った方が適当ではないかと考えられる人がj行
えてきている。したがって.入届の許可を与える規棋を
どう決めるかが現在の大きな問題の一つである。入居申
し込みl湾より入居出来るまでに，約3年は待つのが努.iill
である。年令も以前は6昨後半から入る ζとが出来たが，
最近では状況が怨くな勺て.最も年令のイ郎、人で70才，
また年令のおい人では84才という人がいる。ー港多い入
居時年令は80-84才である。したがって.入居申し込み
H寺Kは健康状態か良くても.その後変化し.ホーダーラ
インの人が多く大変である。と ζろで. ζωウェイテイ
ングリストがなぜ乙のように長くなるかというと.一つ
には.ある部屋の老人が色々な状況の変化(老人として
の)1とよりシιルタードハウジングを11なければならな
くなった時.その部屋は空軍EとIJるか.空室になってから
内装するという理由で.6-7ヶ月そのままの状態にはっ
ているのである。またもう lつの開由は.政府の予算カッ
トにより.絶対的κ予算が少なしまたその配分の{I方に
問題があり.現場でl直接老人をi世話するスタッフが少な
い乙とである。また入居審査の時Kは現場のスタ yフ
(Warden等)そ&，、す入れるべきである。というのは.
ウ A イティングリストの順に役所で~額審査だけでiきら
れてくると.健康的 ・鱗神的にとてもシェルタードハヴ
ジング』ζ人れはいよう江老人を送り込んでくるからであ
る。
次にどのような組織の中でシょルヲードハウジングか
連営主れているかというと.ハウジングアソシエイショ
ンの甥合は， ζのHackney地区には約1.ωoのハヴジン
グがあり(乙れはシェルタードハウジングだけでなく.
他の住宅も含まれている。ハウジングアゾシヱイショ ン
で供給しているもの全部).それに対して.マネーグャー
と.也物の維持管理，Warden，折衝係がある。公立の
渇合は.各ハウジングf副ζ4-5人のチームがあり.現
滋で毎日の事I[対処している。 ζの場合も.入居審査す
する人と実際の現場とのずれがあり.何も知らなし、役所の
人が審資し，老人を送り込んでくるため，色々な問題が
おきている。
次lζシェルタートハウジングを健築的側面から見てみ
る乙とにする。ニノェJレタードハウジングは.原則として
は老人ホームとはちがい.老人たけれど，健康で，自分
l与UI他.シ "Iレ?ードハウジンタ -97一
で内分の生活かきちんとI来.遊ひに1rったり.友i止を
つくったりする乙とが出来る.というような人か人るf.!l
物としてつくられている。したがって個々のを人か.自
分の生活>r与って.緊急時ICLJ.Wardenがいて.それに
対処出来る。また共同のスペースとして， 61:A(!易4コ談話
を.ゲλ トルー ム，!定等があり.自分の生局そ持つては
いるか.たたボツンと一人で生活しているのではなく，
.MiJの生活も出米るという ζとである。と乙ろが.実際
の建物になるとdo十上の問題がかなり出て来る。乙の
IIouseの助作もエレベ-9ー がないが.定か弱ったり.
慾くなったり宅伶チの人もいるのでエレベーターはある
べきである。また共同の部I~は外の通りにI附して.外の
世界が}~え. 人々か来やすい均所に配ir.:すべきであ る ν
ランドリーも. 単位るIA:四l:~易てはなく洗減しなから;l.し
たりする社交の渇であるので，陽のあたる明るいrfrlζ配
向されるべきである。堅耐についても.外のw界と遮断
すべきか，聞かれるべきか，JM ([.@;見かわかれている。
実際の設けのfI年Icli，現場の怠凡を十分尊，]iすべきだと
考えている。 .l人のための設計上の配慮としては.風g
の1fZさ ({aそう)を低くしたり.zg気のスイッチのプラ
グの位inを腰を曲げてかかまなくてすむよう忙したり.
ft裂をつけたり.キ yチン1.~人はたんだん悦力か必
ちてくるので. 明るい外部()~ll語Ilに r(Õ したと乙ろに配直
るよう工夫がなされている。しかし. 実際の現t誌と~人
1<:対する研究の発達(呪仕込んできているかけζズレか
あり.またまた問題が沢山ある。 例えは.火災防止のた
めのifい ト7(これは火災が発止主した時被2与を及少flNf:交
にとどめるため.各住戸の出入口.外部開口調S.&.ひ風
下，共同スペースとかなり*u日分化されている〕は.歩行
f.婦を{吏わなければならない主人Kとっては.とても8
1雨である。トアを開いて，また閉じる時に後もどりしな
ければ江らない状態がIUて来るからでる。主た.キッチ
ンに|刻しでも各{主両にそれぞれ独注したキッチンがある
か，老人といってもお客さんを呼んで食事をしたいという
ことがある。乙のようは時に小さすぎて凶る問題とか，
車イスを使うような老人では牛ッチンを使う乙とか出米
ない等の問題がある。キッチンその他の安全弁行夜も火災
か一橋与えられる事故である。老人とはいえ原則として
独立した生活者である。 各イE戸，;1.防火ドアと消火器の設
Wlをしてし唱。 特別のものはなし、。またカスもれの問題も
あるが，日常的iζ右人であるため起乙る問題として， クッ
カーがある。ク γカーは電気の場合とガスの場合がある
が，電気の喝合はやけとの'jJ/il{が多い乙とである。とい
うのは.老人かだんだん彼力が落ちて自が見えなくなる
と.ガスのJjが炎の強さを手でさわりながら確認出来る
( 9 ) 
のでよいわけである。 iU気はI''lf?}さわるとやけとをする
のである。次1:人間時1:持ち込む家具については.なる
べく臼分で今まで使っていたものを持ち込むようにして
いる。ただなかには.今まで大きら;家』ζ住んでいて.乙
こIc人民したとたんノ イローセにはる人も1:て米る。そ
のような人の多くは.使いなれた家具κ思いlれがあり.
それらを1分1:持ち込む乙とかI米tI.かゥたからである。
また家の"1もベンキなとは日rhlc臼分のHみにぬって良
いし.ヘットUjO)持ら込みも小動物の均合は精神的によ
いので.持ち込んでよいことκしている。このHouselユ
賃貸であるが.主人£か居心地かよいようペンキのぬり
かえや壁紙やジュ-'9:/のはりかえ等.インテリヤを臼
r1J1C出来るようにしている。
シ ι ルq ードハウジング(J)~交占十は. たた 司11ζデザイン
をするという乙とでははく，その包物のiLilI.条件も大切
tI.問地である。;sーに局所の1堂択は.-lf:人か独立した生
活かtl:1米るζとがl反日IJであるため.人むはf正れた所では
閑るわけである。交i!1íの使かよく.ロい物u:行く/;~か近
くにあり.(l(1{更qや銀行やか近くにある。 }士会から切り
離なされた状態ではなく.他の公立のil物等か近くにあ
るという ζ とである。苦た耳~l!Îの上でははく~<らは所』ζ
あることであるa .f'H，限としては，大泌りに近く fζil.11:
パスの使等かよし、)， -Jj.<入ったと乙ろであるか.実際
ICfiてられているのは，他のアパートが健たないような
均所ICつくられているのが税状である。乙の!1ouseら.
原道で. しかも/，!jlζ買い物に行くのも速い均所にある。
ζのためIlackneyでは. お庖の沢山あるととろまで~­
凶パスサーヒスをしている。
次IC.現i易で問機.?t人』ζ媛するWardenlCついてふれ
てみる。 Wardenの役割lはどのようはむのか，という乙
とは現住.議J命の段Ljlである。それはどのようむζとか
というと. 一つは. 入居~は~人といえとも独立した一
個の人間であるからWardenは何もすべきでない.とい
う考え}jと.もう一つは.-lf:人が色々な乙とか出来るよ
うにoitL!lJjをして，例えば.外1(.出働けるとか，パーティー
をするとかいうようなζとに関して.Wardenが筋縄自<}
jC参加しでかかわるととにより.独立した一個の人間の
生活をより完結したものにしてfr仁という考え方であ
る。乙乙のHouseでは. 後者の~え方でしているが，問
題が出ている。それは乙のHouseのWardenは.ハウジ
ングアノシエイションのゆでハウジングの部』ζ属してい
るからである。ハウシングアソシエイ・ノョンの中には.
ハウジング0.)部と社会福祉の部の一つに機能分割lしてい
る。そのためWardenの役割lを後者の考え方でやると.
社会福祉の方から苫情がくるのであるロ 特IC公立の場合
- 98 - 1・ 居学
は，ハウジングの都1:ヴォーデンか入っており，シェ JV
タードハウジングは，ハウジングだけを老人に供給すれ
iまよいという与え1i1:，徹しているため問題が多b、。老人
の生活tの問題1;1:，役目T向社会福祉の部が但当してL唱。
ハウジングアソシエイションのt~合は. 一つ一つの組織
が小さいので，公立よりは，Wardenか積極的に色々な
役割が出来る。次にWarenの資絡Kついては，特1:ハウ
クノグの部1:属しているからと言って，連築的知識を持う
ているととは要求され江い。また特別の資格規懲ははい。
原則的ILはWardenは.よき隣人である.ということで
ある.年令・性別も特に規準はないが.一般的1:女性が
多い。それも結婚をしていて，子供かあり，年令的に35
才-50才位の人である。乙のような場合，夫は外，1:働きに
出ていて.家にいるE争奪三時1:手伝う乙とかある。賃金
は.一般に女性の鴻合.fF僚で平均7000-即00ポンド
(公立の場合)であり.ζれにプラス家賃は住み込みで
干ムわなくてよい乙とになっている。ただ，ハウジング?
ソシエイションや私立の湯合は.Wardenはチャリティ
だからといって.きつい仕事をやらせ俸給ははとんど支
払わない所もある。i9'!1:立派な職業だからといって10.0∞
ポンド以上も封ムっている所もある。したがって.Warden 
になる人については特別の資絡続準はないか.住み込み
の仕事の経験がある人とか.社会科学の勉強をした人
(特に老人に関する仕事の経験のある人)が要求されて
くる。
Wardenの仕事で，段近新しい問題がおきている。国
や地方自地体が財政難のため.社会保防費がカットされ，
外からのサービスが十分でないため，Wardenの仕事か
非常1:1普えているζ とである。具体的には，例えば老人
が病気で病院に入院しても，まだよくならはいうちに退
院させられてしまうというようなζとか起る。それも予
告なしに病院から送り怠されるのである。そのため，す
べての老人に与えられている社会的偏4止の権利を行使す
るのfL.どうしても手続きに2-3週間かかるが，その
間.Wardenが.その老人の買い物をしたり.食事をつ
くったり しなければならないのである。ただ手続きさえ
すめば老人の権利としてへIvr~.ー が週2回来てくれるし.
食事も毎回車で配給されてくる。ヘルパーが掃除や洗濯 ・
買物等身のまわりの世話をしてくれる。またHouseの中
で.突然心臓発作が起きたり.腰惟がわるく tJった場合
も困る問題である。予算カットのため，病院のサービス
わるくなり.すぐには病院に入れてくれないのである。
そのため.病気の老人が病院κ入るまでWardenが世話
をーしなければならないのである。そして乙のような現
象は病院だけでなく，公の町の医者もどんどん仕事室を
( IU) 
へらしているため.治療にかかるまでの時聞か.ますま
す鑑ぴているのが実状である。特1:医療サーピスへの予
算カットが続いているため.老人だからといって特別に
みてもらえるわけでなく.若い人と老人がいた場合は，
むしろ者い人が優先され~人はあとまわしiとされるケー
スが多~'0そして，例えは心臓発作を起ζし. 2回病院
に|明者』となると. 3回目は手t友き治療が行なわれ.シL
Jレタ ードハヴジングIL往んでいる老人は，個人の家It:H:.
んでいる老人より.Wardenがいるといつことで皐く返
されるケースが培えている判。そのため.Wardenは，
返された忠者のi堂話をしなければならなくなる。しかし.
Wardenはそのような患者の世話をする資格(看護婦 ・
保健婦等の宥投資絡)もないしそのようなととそする
立場(役目) IL もないのである。また~のような乙とも
起きている。乙のHouseのあるHackneyの湯合.1981年
(予算カットの非常に大きな年〕よりも現住の方がソー
・ノャN ワーカーの数かへっている。しかもコミュニティ
自体は老化して.失業率は高くなり.収入はへっている
ソーシャルワーカーに対する必要性か増えているのに実際
の数がどんどんへっている。そのため，例えば足の爪を
切りに来てくれるソーシ申ノレワーカーがいるが，その人
が来てくれはいので.足の爪が自分で切れない老人は.
爪がのひすさて歩けなくなってしまうという間簡が起き
ている。 ζのような事態をホランティ アで織うζとも可能
であるがボランティアはあくまで応急措置で，線本解決1:.
は江らむし、。 ζのように政府の予努力ットのしわょせが
結果としてWardenし集中し.問題化してきているの
である。と ζろでWardenのマネージメント1:も問題か
あることに少し触れてみる@現在英国では失業率が非常
に高くなっているため.色々な人がWardenになってい
る。そのため社会福従のサーピスκ関する知識のはい人
ら多仁左人が色々なサーピスを受けられるのに受けら
れないでいる.ij)合がある。またWardenが社会福1Jlの知
識やトレーニングがないため，老人が受けられるべきサー
ピスそ受けないて、いる頃合も多々ある。したかってハウ
ジングの部から送られて来るWardenも.実際の現場で
は.社会福祉の知識とトレーニングが要求されて来る。
例えば乙のHouseのBob氏の場合は.社会学のPh.D.
を持っており.所属はハウジングの普sで.まずハウジン
グワーカーとして施われている。仕.fjJの内容は，①家賃
あつめ，②建物の維持管理.③老人の緊急時の情話であ
る。と ζろが実際のBob氏の仕事は.①②@以外Ic福M:
の法律をにらみながら.老人が独立した生活が出来るよ
う..fjミ金や手当のお金を研究し.色々な種矧のむのが老
人1 :与えられるようにしている。易在英国では，老人は
持l日他・ゾ;r:Iレタードパウジノグ
年金だけでは宇治がIU*ーないのである。現t誌では実際老
人か生活して行く九の経済的問題か1tlcおとり.そのIl¥J
題の解決をWardenlt:要求してくるのである。したか J
て上記3つのWardenの役割たけではすま心くなり.
WardenがJ、ウシングの音sからi五られてきているとはレ
え起際には役会福祉の知識とトレーニングを要求され
るととになる。経済的問題に対応附米包いWardenでは.
老人達が困るのである。例えは. DH S S (日本のp.;生
省のようむ役割lの機関)Iζ存穎を出す時，名人iζ 「この
高績をDHSSIl:出すのですよ」と教えるたけではなか
なか年令や手当がもらえなL、のである。というのは最近，
手続きがとても復維にIJっているので.実際にはHいて
やらなけれはならないのである。また，シ五 JV布ードハ
ウジングiζ入)，r;しているを人達は.独立した個人の生活
だ.けをしているのではなく，入尉者1.J.dの共同の生活が
ある。 Wardenlま.そのJU"JO)生活のための手助けもし
なげれはならない。共同の生活の活動内訴は，乙のlIouse
ではmキューヒットという体傑のクラスかある。(~買物
犯行<c 13)絵を，~}< 0 (4)コーヒーモーニングといって.
日を決めて侍で話をしなからコ ヒーーを飲む。⑤ピンコ
ケームをする。⑥ |二l吹会をするo '!Pかiすなわれている。
(との百E劉jはsob氏の提案で杭係的』ζ行われているもの
で.と乙のシェノレタードハウジングても同じようになさ
れているわけではなL、。)この荷動は.ζのHouseの入
偶者たけで行なわれているのではほし地峡住民の人£
と一緒に交わりながら出来る乙とか埋怨的であると80b
氏は考えている。また上必以外1:乙のHouseのWarden
の仕事として.病人か出た時，その世話をしなけれはゐ
ならないし，病院の予約もとらなけれははらなし、。(病
院の予約は，病人が11:接電話をかけても{中々とれないが
Warden;が沼話ー をかけると.すぐとれるという事情があ
る)ソーシャルワーカーに来てもらう辿納も. Warden 
がとらなけれは江らむし、。また.対外交渉の時には.
WardenがHouseの代表者になる乙ともある。
80b氏t:t.， ~人にとって良いシェルタードハウジンク
を， ~のように考えている。①他物の地fl~的すI也条件が
よく.その建物自体も使い勝手がよいζと。⑦Warden
の性絡がよく.社交的で.積極的に'Fを遊める乙との出
来る人.③7 ネーシメン卜が有能で老人へのサービスか
行き届くとと. ，年である。乙の3条件かわるいと. もと
もと老人はi'ri倒的であるのが，ますます消極的になり.
外の社会との綾触がなくなり.まるで「カクレヤJr1:.住
んでいるようになる。
Hanover Housing AssociallOn. 
本項では，Ilanover Housing AssociatIonの?ヰー
-99一
ジャーであるMissG.WIζ而接刈貸したものと.彼9;
の案内で実際のユノ CL1 /タードハウジングを見学謝資した
ものとである。
.fJHEHanover housi ng Associaitionで供給してい
るゾ.LIレター ドハウジンク，.1.Hanover houseとIJ'fはれ.
スコットランドをのそき英同IL約90∞ケ所のフラ y卜か
ある。 ζの組織は1963'rfに始められ.この組織でつくら
れるシェルタートハウジングは. 分d獲の1~合と百貨の母
子きがある。 lケ所の住戸数は.斜線の小dいもので8同.
Jにきいもので印戸位である。また乙の組織で供給される
ものは.ほとんど新築であるか.日寺1:古いfl物を買って
ゾェJレター トノ、ゥジングiζl行寸均合もある。{主でiζ対す
る配慮の特徴として，外部から作Iiに入る入11か別々の
ものと人ロカ渉主同のものとて極煩ある。 l.LiJiともWarden
がいる。一般tζ賃貸の場合は，サービス料凡人れ.賃貸
料は iヶ月約100ポンド(暖房・給湯別)であり.分譲
の場合は.9911:聞のリースで売る槻台もある。また，暖
房 ・給必伐として 1ケ)]約15ポンド個人で支払う。賃貸
の犠合.0:宅の所有権liHanvverliouscか持ってい名
か，1980'0利E出来fこ法律1:.より.併り主の権手IJか守られ
他くな勺た。入居規準は，(ジ健康机態 (健践であること)
(!)(1.腐の状態(老人か住むのに趨か不通か)，(わ~人を取
りかとむ社会環境(1人で狙なしているかどうか)，的
Wardenのサービスを必要としているか，⑤経済状態.
(0(訟の項目1:.人るか.老人の家族かどこにいるか.'!Pを
倹討して.困っている度合いの強い人から人れている。
次』ζ実際に供給しているシェルター I'、ゥジンクポにつ
いてのべてみる ζ とにする。
London SWI9 Merton RoodにあるllnoverHouse 
は.37戸の住戸から11来ている。 ζのHouseli，外部1か
らの入り円か，共同の lケ所から出来ているタイプであ
る。各住戸は，1ベγ トルーム.局間.台所，便所.玄
関から出来ている。設備は.暖房 ・給湯システムがな備
しており，ク yカーは氾気である。また各昔flT.互にはアラー
ム(非常ベル)か41ti尽され.WardenにIt't*占している。
またそれぞれの部阪と廊下も含めて.1三倍りか投慢され
ている。共有スベースとしては，談話室.洗濯室.ゲス
トルーム.P.M符・美-g室.スニーカーJVー ム，庭等があ
り.それIC:Ward倒的officeとWardenの住居 (3D K) 
から山米ている。老人住居としての配慮は，廊下，エレ
ベーター.その他Jt・有部分も含めた名住戸1:，アラーム
と手織.防火ドアか設内されていることである。この
[JouseでのWardenの役1IIJは， “よき隣人である "ζと
であり，時に緊急時に応急借置をするζとである。 (ζζ
で応急措置とは医学的なζとではなしつまたWardenの条
???
一 100- 住居学
1'1:は男女どちらでもよいが.乙のHouseでは女性である。
t一般κ女1生の}jが多L、j年1tは40才-50才の人が多く ，
経衡的条件はあまりよくなL、。ちなみに乙のHouseでは
年IMJ1800ポンドである。ただし.ウ寸ーデンの{主厄F設は
ただである。住居はIDK or 3 DKである。このHous自
の共省部分の婦除は.別1<:人を雇っている。(庭も含め
て)，乙の料金は入居者のサービス料のrPI乙含まれてい
る。ただし乙のHouseでは，上~cWardenの役割以外
に.談話室の使い方を，上手に使うにはどうすればよい
か.Wardenの仕事としてある。 Wardenは.日常的に
は.午前9時-12時までoficelCいて.lIouseの事務的
はζととか.老人達の訴し相手Kなったり.相談にのっ
たりしでいる。午後はフリー.七日lよ休みである。 Warden
のフリータイムと休日Icは.lC気のよい老人がボランティ
アで.緊急時の対応にそなえている。入居者の住居や施
設・サービス内容についての苦情は.Wardenl:t直後-9.~ 
チしていなb、。 I-anoverI-ousing Associationωマ
ネージャーが直後入居者κ会って話を聞く ζとになって
いる。 7 ネージャーは地峡毎IC配置され. シェルタード
ハウジング20-30ケ所単位κ.Jケ月 11到まわって来る。
入居.(iの入れ替は. 1ケ所のシL)レfードハワジングで
1年1C2戸位ある。そしてζの入居者の入れ符えの時は.
1980年IC出来た家主の義務と入居者の設務かあるか，入
居者が91っ越しをするE払マネーグャーが必ず見IC来て.
修理費をとるシステムになっている。そして.入居者は
転居する時は.四週間前に知らせる義務がある (家賃
の関係上)。
Ilanover houseの組織r舌勤は，全体としては-1j:.IC-
回総会を関心 Wardenも-5f:IC一回，全体の集会をし
ている。また，Wardenの教育は.通信大学や地方自治
体で行なっているが.Hanoverでも.独自の教育トレー
ニングをしている。乙のHanoverの教育トレーニングは.
全日ilJ一年とパートタイムの2-3年コースがある。一
般ICWardenlCはる人は.大学教育を受けて，上記特別
コースを縫て， ζの仕事IC従事している。
Hanover Housing Associationて.現在当面しで
も、る困難な問題ti， 1つは経営上の問題で，資金集めか
大変である乙と。シュJレタードハウジングを4主役する時，
政府の補助を80-90%受けているが.銭りは家賃でまか
なっている。もう一つは.シニ~)レタードハウジングIC人
附したい人がどんどん噌えているの1[.政府の補助かへ・〉
ているので.供給がついて行けないことである。以前は.
土地供給や資金については.地方自治体が全部してくれ
たが.責主近は財政策でしてくれなくなったζとなどであ
る。
(12) 
Anchor HOUSlDg Association. 
乙の寝では，Ancher Housing Associalionのディ
ベロッノぐー であり， リサーチャーである Mr.M.K. 
氏IC面接調査したものと，実際， Anchor Housing 
Associationで司供給しているシi ルタードハウジング3
ケ所の見学調査結果をまとめたものである。
Anchor Housing Ass田 iationは，age concernか
ら独立して20f引ζなる。そしてζの組織は，Hanoverと
同じ慈善事業同体である。組織の回的は.停年退隠した
人IC住居を与える乙とである。停年年令は，男65才， 女
60才である。どのような住居かというと.老人が，自分
庄では出来ない住居を供給するζとである。すなわら，
シェルタードハウジングである。 ζの住宅は.政府から
舗助を受け建設され.すべて賃貸である。 入居者は.賃
貸料の他，給湯貸・暖房資.Wardenの費用，税金等，
すべて個人で支仏うζとになっている。 Anchorhouse 
0)家賃は，Anchorの組織が決めるのではなく.そのH
ouseのある地域の役所が決めるととになっている。入凶
条件は.~人の中で，健康で， しかも家族がいてI世話を
してもらえる場合は.入居させない乙とにしているu 精
神的にも.肉体的にも，経済的ICb補助を必要とする人
を入居させる乙とにしている。そして.入居省かお金を
支払えない場合1;1.， (家賃他)政府から繍ωJをもらい.
それで補っている。現在.A ncnor houseの入居?J'IJ.
イングランド・ウ .::.-1レズ ・スコットヲ〉ド ・アイルラ
ンドと英国全土にわたり，約20，0∞人である。 Anchor
Housing AssociaLionで供給する住宅は， 賃貸住宅地、
基本であるが級近分譲もしている。分譲の場合.flJ径が
上った時「超過」と呼び.次の資本にしている。そのた
め，少しの利益は必ず上げるようにしている。また，
Anchor HOUSlOg AssoClatJonの特徴のーっとして，
houseを建設して.貸したり.売ったりするのばかりで
なく ， i老人は.自分で長く住みなれた所で住むととが
幸せな乙とである」という組織の考えから，実際.老人
が仕んでいる住宅を，老人IC.とって住みやすいように改
装する.というζとをしている。しかし.乙の考え方を
実行するには.家の改築』ζはl政府の補助が出ないため.
1980年に.組織として住宅改築を始めたか.まだ全体の
事業の5%U::もみたない状態である。 ζの考え方を進め
る上でも.Anchor hosueか，賃貸伶宅たけでなく.分
謝主宅もして利径を上げなければならないのである。 ζ
の老人住宅の改築は具体的にどのようなととをするかと
言うと.老人が住んでいる住宅内κ.階段や廊下.風呂 ・
使所.Fc号室等IC.手健りをつけたり，老人が2階にいる
場合は. 1階で生活出来るようにしたり.照明を明るく
持田(也 Y ."L )レタートハウジ〉グ -101-
したη.暖房や給湯の設備を整備したり.非常ベJレをつ
りたりする ζとである。乙の非常ベルは，人氏名・がlヶ
月50ペンスで借りるととか出来， Anchor Housing 
Associationで供給しているシェルタードハワジングの
地成のWardenlCI直結しているし，t位以の公のシステム
にもl直結するようにしている。次に.現在，Anchorが
当面している問題についてのべてみるζ とにする。一つ
は，i:人が昔より長生きするようになり，身体か弱くな勺
ても，シ-<.，レタートハヴジングに入っているケースが多
いととである。少しnriまでIi，当然病院に入るべき人か.
病院に人らずにいるのである。そして.乙のような場合.
食事や風呂サービス ~lfIc世話人やスタァフを多く必要と
するのである。
.!lt-e:， Anchor組織で供給しているシ-，，'レタードハウ
シングては.フラットで.個人の部l唱を供給しているも
のは， 全体の約10%であるが.主主年後ICは，50%u:::なる
と予似している。そして.Anchor組織の与え)jは，-lf;
人lι対して「老人が年を取ってから， h包同誌から施設へ移
動するのはよくはL、Jと考え，移動させないJ針で・ある。
そζで，身体の弱っている老人も段初からAnchorの供
給するフラットに入り.そζでサーヒスを受けられるよ
うにするのが一番よい5法たとJ5・えている。(乙の考え
lili. Center for policy on ageingで、乙の。 (1986年)
IUした訟も新しい老人に対する寄え万であるが，I司セン
ヲー では， Anchorに対Lて. “Anchor I;t.， 他物と考
え/jはよいが，実際の」盆E人への4サJ一ピスの質がJ非ド?常吉』にC(I低虚
い
次iκζ，Anchor Housing Associationて・供給してい
る3つのhou$cl1:ついて.記長べてみるととにする6
①Chigwell court. 
ζのhouse';t，Hackney地l互にあり.修道院からの土
地の提供で，4年前(198m:)u:wてられたものである。
住戸は2階建て 26pのフラットから成り立っている。
このhouselCは.住み込みのWarden(女性)が一 人お
り，共布スペースとして.談話室.談話室1:続く台所.
洗溜~，ゲストハウス等があり.別11:Wardenのofice
とhouseがある。それぞれの住戸は. Iベットルーム.居
間.台所.風呂.使所.玄関から出来ている。 ζのhouse
'1:1;1階段ははしスロー プの廊下とエレベー ター により，
上下が結ばれている。また廊Fの幅も，事イスで通行司
飽な広さにtJ，っている。防火ドアO)，i交院もなされている。
各住戸内や共有スベースには.非常ベルがついており，
Wardenlζ1自給している。このhouse'ま賃貸でーある。入
居盆I:i，サービスチャージ人りで家賃として.il!iI， 45ボ
ン1.支払っている。 Wardenは.入居者の数によっても
(13 ) 
らがうが. 1今月，250ポントもらっている。そして家
賃としてAnchorlC入るωは， (45ボン卜x入居者数)
の30%である。 ζωhouseの人間必のうち， 5総かカッ
プルであり.他はシング山で.女性の)jが数か多い。
(互)L.B. Hackney 
ζのhouse';I:，①のhouseと同じHackney地区にある。
型式は.ス守ジオフラッ卜で.伎，:;は34戸で=ある。佳て
られてから約10仔が終過している。(1976年il投)， <'t 
み込みのWardenが一人いる。 (40戸あると，Warden 
2人1ft!.うζとがIU米る)ζ 乙のWardenも女性である。
共釘スペースは.洗濯室・談話吉宗.談話室1:つづく台所，
ゲストルーム.美容室・原容室と別1:Wardenのoffice
とhouseがあるe ζのhouseO!場合.Warden houseK， 
独立した山人Uと庭がないことが問題である。色々川な
;@:味でWardenhouseは独立していた)jがよし、。乙の
houseの設備は.給湯 ・暖房 ・手依り.アラームは
WardenlC直結している。たた，乙のhouseは.保険会
社として佳てられた佳物を買って，シェル宇一卜ハウジ
ンタにしたため， j階と2階を結ぶのに階段がついてい
る。階段は元気む人しカイ吏えないため.入居続様子他の
ものとは別にしている。入居者は. ヵ。ソフツレか10組で.
1也はシングJレで男8人，T:16人てある。談話宅IU;I:，入
居者か伶ゥてきたピアノか置かれ.入居者同志でお金を
出し合って 080ポンド)貰ったスヌーカーかある。ま
たζζでは.一週間κ一度.コーヒーモーニングをして
いる。美容宅も評判かよし美容飾は2趨問iζ11丸外
剖lから11J~j"してくる。 I @IC， 美容師ー人で20人位する。
道具lよ美容師か持ってくる。時間は9時-2時頃までで
ある。値段は.シャンプー ・カット ・ブローで l人1.5
ポンドである。開容も外部からI!I1容師がやってくれる。
ζのHouseでl;t，入居者は家賃他で，必37.7ボント支払っ
ている。 (Anchorhousing As回 ciation)その内訳は.
家賃12.8ポント.サービスチャーーゾ12ポンド.暖fF.}. 
給湯3ポンド.税金8.46ホンド.水道代 I.44ポント
である。屯気料だりは戸別に.それぞれ使用F誌に応して
却ムっている。婦除については.共有スペースは掃除人，
2人を紛い入れている。自分の{主戸は自分でするのが毒事
本である。身体かわるくなると，自治体からサービスを供
給してもらう。(ホームヘルプ等)，庭ICは庭附は入れ
ないで自分逮でしている。食1}l1:ついても，自分で出来
ない時は.自治体から配給司王が来てくれる。ベ γトシッ
トの他物は，.Q近はつくらはい。寝室は日1)の)jがよいと
いう研究結果が出たため。
3. Sewadestsne RD Chingford. 
乙のhouseは分譲のシ込山タードハウシングである。
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1984年10月に佳てられたものである。 ¥L地条件かよし
底まで10分 バス停は.fi物のすぐ僚にある。賃貸κ比
べ伶宅の質をよくしている。具体的には， J 7ラットの
耐績が大きb、。材質がぜいたくなものを使用している。
外格等も材質のよいものを使勺て.全体として豪華さ安
tlしている。住戸数は33戸である。住み込みのWarden
(女性)がl人いる。 lフラットは. Iベットル ム、
居間、台所、風呂、便所、洗面、物置である。各部屋Ic.
はWardenl直結のア寺ームがあり，手権等も盤備されて
いる。暖房・給湯設備も整備されている。クッカーは電
気である。共侮スペースは.集会室，ゲストルーム ・洗
沼室等の他.Warden houseがある。とζの集会宰は.
50 rfの小さなものである。集会室の使われ方は. トラ J
プやチーズワインパーティ.スヌーカやピンコ'等である。
足の~~~、人は.手擢か杖を使うようにはっている。スロー
ヴは，玄関の人口だけで.住居内はエレベーヲーを使用
する乙とになっている。また，ゲストルームは有料で，
一泊一人2ポンドを支払うζとになっている。玄関1は.
gfEれでも自由Ic.出入出来るのではなく，必ずWardenの
チェ yクを受けるととになっている。また. ζのhouse
の{主戸Ii.売る暗ま，いつ売ってもよいととにはっている。
ただし.Anchorを通して売~乙とが煩自1)である。1. 5
9話、2'15の手数料を.Anchorにとられる。住戸内は.
じゅうたんや壁紙を.入居者か逮ぷ乙とか出来るE 家具
は.古いものを入れてもよいし，新しいものを買って入
れてもよb、。暖房は，夜間ICエネルギ-~をたくわえる竜
安坊主九である。乙のhouseが出来た当初は.分議価格は，
lフラット当り.35.3'00ポンドであったが.現夜』よ.40 
0∞ポンドである。現在入居しているのは.33戸中22戸
である。そのうち.カンプルが8組，他はシングルで，
女20人である。年令は，.&年少が63.t.段少長が9O.tで
ある。 ζのhouseは55才から入!当日I能である。
次1:， Anchor housing Associationの組織と.その
活動についてのべてみる。
Anchor housing Associatonの組織は. 3つの部門
から出来ている。①Deveropment.乙れは主に物理的準
備をすると乙ろであり.具体的には土地さがし. 資金
集め，鐙築家との折衝等である。②Management.公共
の所と相談して家賃の決定。 Wardeoの決定等である。
@Maytnance.鐙物の維持管理.及び掃除 〈組織内にあ
る)また組織と しては，住築家・エンジニア・医師等か
らは定期的IC.専問的アドバイスを受ける。組織として
他IC.ボランティアの仕事として募金集めがある。
更に，組織としては.老人IC対して社会保険婦を送る
システムを持っている。社会保険婦の仕事は.①乙れか
(14 ) 
ら入居する人を訪問して見まわる。②実際iζ入居してい
る老人で，経済的に凶っている湯合.世話をする， ζと
である。乙の社会保倹婦は.一週間に一度.パートタイ
ムて・各ハウスをまわっている。乙の人達は， Anchorで
シェルタードハウゾングを供給している 5地峨(ロンド
ノ・パース ・二ューカッスル ・プラ y 卜7 >1"ード ・7/'
チェスタ ー)に約20，0∞人の入居者.棟にして.約6叩
練あるが， f反則的には社会保険婦の配間は，建物一似に
つき l人にはっているか.実際には， Anchor金体で約
鈎O人である。
Anchorの組織は.上記のような地域組織と活動があ
るが.それらの上部の組織として.オックスフ ォー Fに
行政のセンターを持っているωζζIcは常・時.5-6人
のリサーチャーがいて，老人問題の研究をしている。実
際κは. F部組織に配置されているリサーチャーか新~O
0人いて，乙れらの人速か.手Í'~I乙情報を持ちよ 勺て研究
をしている。研究は.(申E火学iζ委託する乙とがある。
ゾエル?ー ドハウジングのU!.i仰と当っては， Anchor 
は，政府からの補助をB5~ぢ受けている。したがって， 一
棟の也物に対して，妓りJ5%をどうするかの問題である
か.家賃で補うことを原則としている。 仰)年間てOに
する)
現イE珍8，Anchorが当而している問題で悶っているこ
とは.財政的κ苦しい乙と.政府からは.シェル7 トー
ハウグンク10署長か15案iζ対して. 1つしか術助金1;'11は
いことである。
ウェイティングリストについては.実際ILAnchorO) 
ゾェノレタードハウヅノグに入居したい人ωリストをつく「
ている。
The Abbeyfield society. 
本項では. The Abbeyfielct SOcletyO)凋査結果で
ある。
The Abbeyfield sociatylCより供給されているシェ
ルタードハウジンダをAbbeyfleldhomeといい， suppor・
I.rde houseとextra-carehouseというこ極頴のhouse
からI来ている。現夜までにJH吋内』ζζの組織で供給し
たシェルタードハウジングの戸数li，上記2積類のhouse
を合せて，約9印戸である。 Supportirdehouseとextra-
care houseOJちがいは.Supportirde house';t，健康で
自立して生活が出来る老人が入居する住宅で. extra-
care hou耐久 supportirdehouse"で生活している老人
の中で.身体のわるく怠った老人が入居するhouseであ
る。乙仇xtra-carehousel立，地機によって差はあるが.
Supportirde house6 -10僚にl練位の害1)で配置されて
いる。 Abbeytield Societyで・供給しているシェルター
持HJ他:ゾ z凡宇一ドノ、ワジンゲ -103-
1:ハヴ ジングの特徴は.ζの組綴の考え)jとして. r老
人は，今まで長く住み.なれ観しんたコミコニティの中
で.更にその後も生活を続けるζとが幸せfJ乙とであるJ
ということかあり，住宅i];設に匂っても，新築住宅そ鐙
てるのではなく，売りにJ十tされる中古住宅を白って.住
宅内を~人か住むのに都合のよいように改装する。そし
て.そのhouselC入居出来る老人は.その地域で.長い
削生活してきた人達の中から選ばれて.入居lt米るIL組
にはっている。乙の老人達は.社会福祉の方からウ A イ
子ィングリストの|順K送られてくる湯合もあるし，オラ
ンティアや教会等の縫j翠による場合もある。そして.
Abbeyfieldの湯合は，更に体験入底的なものがあり.
入居したい老人が試しに 2-3週間houseに人り.実際
生活をしてみて，一つは本人かそのhouseと.そのhouse
の入居者を気に入るかどうか.もう一つは.そのhouse
の入居者がその老人を気K入るかどうか.という 2つの
問題が解決して.改めて入居する仕組κないる。疋気
l-i老人か人的するSupportirdehouseは一線当り 5人
-7人と小観桜て'あるのが特徴である。そして.その
houselCは必ずノ、ウスキーパーが一人常駐しており. 
.Jf.人の食事の世話や白い物等の手助けをしている。いわ
ゆる老一人か fより家族的なふんい気の中で.一つの家脹
として生活を営むJ乙とか出来る.というζとを向的に
している ω したがって， 1戸のhouseの，"でナtt.苫してい
る怪人It. .-般の家族の中にいるのとfn]じように，食事
はハウスキーパーかっく「てくれるものを食べ，個室
(ヘットルーム)を与えられ.I!品目 ・便所等は共有で使守
ている。洗1保存も洗1記室で、元気な老人達は.自分のもの
は日分でするようにしている。自分の部屋の婦除も向分
てする。たた簡単な朝食やお茶等が，自分で好きな時，
食べたり飲んだり出米るように，電気の小きなク νカー
とちょ勺とした台所織のむのが.各部feの隔ICついてい
る。 l:;人各自の持ち物'1.各部屋の中の家具等は.向分
で今まで使いなれてきたものを持ち込む乙とを基本にし
ている。また各部屋κはアラームかついていて.ハウス
キーパ-11:直結している。何かあった時は，そのボタン
そ抑制止ハウスキーバーか飛んでくる乙とになっている。
むちろん乙のアラームは.タイニングルームやシッティ
ングルーム、風呂や便所.廊下等iこも配置されている。
また.各部屋と廊下 ・階段・風呂 ・便所等共有部分には
必ず手擢がついている。名郡厚のド7. 階段室，廊下等.
適当な場所に火災のための防火ドアが設置されている。
それぞれの老人には，ベ・ν卜j ットのような仰でl人1
室うえられているが，ハウスキーバーは別に. 1ベッ ト
ルームと居間.小キッチン，風呂・便所・等が与えられ
(15) 
ている。
次1:， extra-care houseO:>特徴について少しのべてみ
る。先にのべたようK乙のhouselま， Supportird house 
k入「ている老人の中で身体がわるくなり.そ乙での生
活が無.I':Ilな時人隠するhouseである。 ζのhouseは.中
古の家を改装したり，新しくつくる場合もある。入居者
数は.1 house25人以下で.専門の医者と看護婦が配置
されている。医者は.一必間κ一度そのhouselL来て患
者を見る。常時.1 houselC看護婦か2名配白されてい
る。 (24時間体制)。そして害、考の病気が急変した時("i，
すぐ1:医者を呼ぶか.病院に収容するシステムにはって
いる。そして，乙組織の大きな特徴の一つは，ハウスキー
パーや医者やおr~婦のような専門職の人i主と共11:.数多
くのボランティアによる労力提供があり，それらの人達
によりささえられている乙とである。乙の extra-care
houseの崎合も，陸i!ifj'と看護婦以外1:.20名前後のボラ
ンティアの人達か常時いる ζとである。寝たきり老人に
なったり.ボケ老人にはっても.乙れらの人達のカによっ
てかtJり手厚く石議されているわけである。 1982年にオー
プンし.人民者数7名のSupportirdhouseの申で.現
住まで4年fl:Jにextra-care houseに移った人は， 1人か
心層量発作で入I). 1人がボケ. 1人かノイローゼで計九
人である。
乙の組織のSupporhrde house(})~ 人透へのサー ピス
は.ハウスキーバー以外の{t 'J~はすべてボランティアで
まかはわれている。 入居者の支払う金額は. 1週間1:1 
人(食費・ l環肘 ・ 給湯t~他) 60ポンドである。(ハスー
パーの支払い分も含まれている)u ハウスキーパーは，
l 必問Ic30-60ポンドもらっている。もらろん住居U~与
はたた をーある。また I人当りの部凶のJよさも17afを与え
るととが規1(1;で.少くとも13afが心要である。
Help the Aged. 
1$:項でI;$.，Help the Agedの調査結果Kついてのへ
る。
ζのシェノレタードハワジングは.ロンドンCityの百
万，ウ泊 ーキング鋭から事で約10分の所にある。ロ ンド
ンでも街おりの高級住宅街にある。私立の施設である。
政府の補助はいっさい受けておらす，すべて寄付により
まかなわれている。現在の代表的パトロンは.ダイアナ
妃である。海外にも姉妹組織を持っており，インド・ケ
ニア ・スリランカ等にある。 Helpthe age JAPAN 
も尉.(E'J能性を求めている。宗教的・政治的・人種的差
別はいっさレない。組織の運営は幕金によりなされ.辰
近過去10任制立， housing基金を出している。主ts基金は，
チャリティ事業によりまかなっている。チャリティで集
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められた基金の中で.今まで自分が住んでいた住宅を寄
附する場合，努附された家をそのまま中を改袋して使う
渇合もあるし.その家を売って基金にする場合もある。
主た，生前そζIC住みながら寄附する人もいる。その場
合，その人はシ ;LJレタードハウジングIc.人り生活する ζ
とになる。
次Ic.実際のHelpthe ageのシェルタードハウジンク
についてのべてみる乙とにする。こ ζ』己紹介するhouse
は. 2人の!J:.性が.一長敷の宅地とそζK縫っていた住
宅を寄附され.1979年 (1月)Ic.オープンした。土地が
広いため敷地内IC.}JIJの建物もっくり，今までの母屋を.
ベγ トシット ・ルー ムIC.(9戸).それに新しくスタジオ
フラ y卜(12戸).それにフラット (20戸)で.計11戸
から出来ている。更に今年度 (1986年6刀オープン)新
しくナーシングルームを完成させ，ζの胞設の大きな特
徴になっている。
それぞれのhouseについて少しのべてみるa 旧民士以内
は. 1 階か玄関，ハーラ，食堂.炊事配JJ苦室. 乙の施~
で働いている人の控空から出来ている。 2階li.ベット
シッ トルーム 9室からIll*ている。広いものは40rdはあ
り.一帯狭い室はJ Ord位のものもある。風:T~ ・役所等は
ltf-で3ケ所ついている。スタジオフラットは，ベ y ト
ゾ y ト』ζ小さな台所がlルー ムのゆについたものである。
風f1J，・(Je所・玄関か両日'Jについている。 2階fsてである。
フラットは.玄関・居間.2ベγトルーム，風呂 ・使所・
台所がついており，それぞれみI、立した部!ぜになっている。
それぞれのhouseO槻加設備は.老人住居とし、う ζとか
ら，アラーム装置 CWardenlC.，時音している}廊下・階段・
係部尿 ・風呂.その他の共有スペースのF催の設内.及
共有部分，各戸の入し1ドアを含めた防火ドアの設置かめ
る。更に，乙のhouseの特徴は.ベットシッ卜とスタ ジ
オフ ラッ トの入居者連は.食事付さである。フラットの
へ居者・は.食事も自分速でつくり.全く独立した生活か
出来るようには勺ている。 たた.自分で食事をつくれは
いl時.あるいはっくりたく郎、時は.有料で母屋内の釘1.'i:
を利f1J出来る。また病気になった時は.ナーシングルー
ムがあるのでいつでもみてもらえるし，ひどいi揚合は入
院する乙とも出来る。ナーシング，レームは12ベットあり，
辰新の設備が入っており， 一部コンビュータ化している
入浴設備も完備しており，車イスによる生活も01能にな勺
ている。常時，苔遜婦が2名おり.医者は近くの闘:袋医
と提併してきてもらう γステムにはっている。乙の j 五
タードハウジングは.ナーシングルームの併設により.
ホームとしても登録してある。シェ中タードハウジンク
の中IC..老人ホーム的特徴を一部入れた筋設である。入
居者が受払う費用は.フラット'i.週21ポンド.I勾UNは.
24時間給湯 ・暖房 ・非常ベル， Jt有部分の掃除'f1t維持
Zわであり.他IC.税金は個人で払うが一般の人の半分で
よい。スタジオ7ラットの人出者は. i!!160ポンドで1λI~)~
は.，浸w.給湯・非常ベル・掃除 ・食事代である。べ γ
トシ γ トも.i.!M60ポンドで内訳はスタジオフラットと同し
である。入府続準は，ます健康であるζとか第ーなので.
隠者の推薦.次にその人が人絡的にすぐれた人であると
と.というζとで教会，その他ボランティ 7団体の縫肉，
そして.資信ゲ~iと'の佼あるかという乙とで. 銀行のHíì1!l4
が必要である。段終的には.乙の3つの推泌を持って史
lC.houseのWardenが面僚をして.入居させるかとうか
を決定する。
乙のhouseの特徴は，独立した老人が自分に合わせて
自由Ic生活が出来るよう. 3 つのタイプの住宅を配(;(~t し.
更に.病気や寝たきりに伝った時のためにナーシンクルー
ムを投i7lしている乙とである。
最後にζζのWardenは火性で. フラットのqlf;:Wa r-
den houseを持っている、また，乙の組織の νェJレター
ドハワジングIC供給するWardenの教育を彼女がしてお
り.常時2-3人のWardeo見習いがいる。
表 l イギリスICおける老人住居援助組織
英国一イングランド・ウエールズ
以下のリストは TheCentre on Envlfonrnent 
for the Ilandicappedの許可の下IC“Bibliography/
In{ormation Sheet 4" (P37-P41)から引用したも
のである。
く政府・自治体組緒>
Department o( the Envirむnrnent(DOE) 
(16) 
Housing Development Directorale 
Becket House 
Lam beth Pa.lace Road 
London SE 1 
Departmenl of HeaJth and SOClal Securily CDHS 
S) 
Assislant Secrelary for Social Handicap 
Room 8404. Alexander Fleming House 
Elephanl and Castle 
持団{也.シェルタード，、ウジ ンゲ -105 
London S E 1 
DHSS Architect' s Departmenl 
Euston 'l'ower 
286 Euston Road 
London NW 1 3 DN 
Greater London Council 
Housing Departmer】L
London County HaJl 
London SE 1 7 PB 
The Housing Corporation 
Sloane Square House 
London SE 1 W 8 NT 
く住宅協会>
The Abbeyfield Society 
35a High Street 
Potters Bar， lIerts. EN 6 5 DL 
Anchor Housing Association 
Oxenford House 
13什 5Magda len Street 
Oxford OX 13 BP 
Hanover Housing Association 
Hanover House 
168 d High Street 
Egham， Suney 
Royal British Legion 
35 Jackson Court 
I-lazlemere 
High Wycombe， Bucks 
上記の住宅協会は忌も大きなものである。シェノレタード
・ハヴジングを供給している他の住宅協会l乙閲する情報
は、次の機関において得られよう。
Mr. John Stanford 
Age Concern EngJand 
Bemard Sunley House 
60 Pitcairn Road 
Mitcham， Surrey 
National Federation of Housing Associations 
Strand， 30/32 Southampton Streel 
London WC 2 E 7 HE 
く慈善住宅>
The National Association of Almshouses 
Billingbear Lodge 
Wokingham， Berks. RG 15 RU 
(17) 
ぐポランタリ一組織〉
Djsa bled Li ving Fo unda tion 
342 Kensington High Street 
LondoIl W 14 8 NS 
Help the Aged 
8 Denman Street 
London W 1 
National Corporation for the Care of Old PeopJe 
NuffieJd Lodge 
Regents Park 
London NW 1 
くライブラリー・サービスをする機関>
C白ntreon Environment for the Handlcapped 
126 Al bert Street 
LondOl1 NW J 7 NF 
Department of Environment 
2 Marshaim Street 
London SW I P 3 EB 
Department of Health and Social Security 
Alexand巴rFieming House 
Elephant and Castle 
London SE I 
King Edward Ilospital Fund 
King' s Fund Centre 
126 AJbert Street 
London NW 1 7NF 
National Corporation for the Care of O1d PeopJe 
N uffieJd Lodge 
Regent' s Park 
London NW 1 
Royal Institute of British Architects 
66 Portland Place 
London W lN 4BE 
Roya1 Town Planning Institute 
26 Portiand Place 
London W 1 N 4BE 
Ceutre for Policy on Ageing 25 -31 fronmonger 
Row Londer EC 1 V 3QP 
<研究団体>
British Geriatnic Society 
60 Pitcai m Road 
Mitcham， Surrey 
The British Soc.iety for Research on Aging 
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Department of Medicine 
University of Leeds 
Leeds LS 1 3EX 
The British Society for Sociai and Behavioral 
Gerontology 
Department of Psychology 
University of Liverpool 
P. O. Box 147 
Liverpool L 69 3 BX 
Institute of Biometry and Comm uni ty Medicine 
Univertsity of Exeter. 
Northcote House 
The Queens Dri ve 
Exeter EX 4 4 QJ 
Social Services Buildings Research Team 
Oxford Polytechnic 
Headington， Oxford OX3 OBP 
Welsh School of Architecture : Research and 
Development 
lnstitute of Science and Technology 
University of Wales 
Kin宗 EdwardVll Ave Cardiff CFI3NU 
Ceutre for Policy on Ageing 25-'(3) Ironmonger 
Row Londen EC 1 V 3 QP 
ースコットランドー
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図 1 National Federation of Housing Association 
(Hackney地区、 8ernardSunley House ②) 
↑A:外観 ↑B:談話室
1B…d S山 Ho叶
←C:共有庭(菜園)
(18) 
BEDROOM 1 
12' 5" x 1' 10" 
IN ~ 
フラット平面型A
待回他:シェノレタ ー ドハウゾング
← D:廊下
図2IHanover House ③| 
BEDROOM 2 
1I'10"x?'6" 
Aboue: Flat Plan A 
t E :共同洗濯室
Bernarc Sunley lIouse 
LJVING ROOM 
15・5"x1' 10" 
KITCHEN 
. Designed for your comfort and convenience' 
(19) 
-107-
- 108-
LIVING ROOM 
15' 5"X 11' 10" 
KITCHEN 
↑C:外観
Hanover House 
住居学
Below: Flat Plan B 
BEDROOM 2 
11' lO"x 7' 6" 
一E:談話室(共有)
(20) 
BEDROOM 1 
17' 4"x 11' 10" 
フラ ット平面型B
ノ0:廊下(共有)
持問他:シ ェノレター ドハウジング ー 109ー
1 F : wardenとアラームシステム ・G:洗1ft室 (共有)
Hanover llouse 
I 1 パーラー
↑H:玄関口
ノK:ベッドムーム |
"L : Hi¥呂t易.6tl而所
r J :キッチン
(21 ) 
← 10ー 住居学
???
??
?
???
??
??
?
?
?
?
??
?
?
?
?
??
?
??
?
?
? ?
?????
?
??
?????????
?
?
???? 。?
Anchor Housing Association 
../ '-一一一
SEWARDSTONE ROAD 
敷地配置図
(22) 
持問他:シェ Jレタードハウジング
Anchor Housmg Association 
I I 
涜」
I B: 1階平面図
Anchor Housing AssoClation 
t C : 2階平面図
(23) 
L， 
日
一112- 住居学
Anchor Housing Association 
I it 
2 PA 
x_j 
↑D: 31槍平面図
Lv 
(24) 
侍1f也:シュルQ ードハウジング -13 
Anchor IIousing ASSOt:latLOn 
5200 
GROUND FLOOR 
Warden house 
l 階、ドdn図
2階平面凶
5200 与
FIHST FLOOR 
I階'T'-uii凶
Anchor Housing Association 
Ward(ln hou:o-e 2 2階平而幽
6900 
FIRST FLOOR 
。 。 。 ?
与
6900 
GROUND FLOOR 
(25) 
掌居住- )]4-
??
?
Anchor Housing Association 
6900 
2人用C型住宅平面図
Anchor Housing Associalion 
??
?
車イス使用者用フラ γ ト平而図
8000 
(26) 
持旧他:シェ Jレタードハワジンク
1.3.15 Anchor's preferences in respect of rela-
tionships between certain internal and 
external parts of the building are shown 
below and must be achieved whenever 
possible. 
Enlered 
Drying 
Area 
Common 
Room 
Wheelchair 
flat 
Main 
Entrance 
Warden's 
DwelJing 
No path butegress 
over firm ground 
↑K:供給住宅機能述関図
Anchor Housing Associction 
(27) 
Car Park os 
unobtrusiv日
os possible 
Own Entronce 
Private garden 
-115 
-116ー
t A :外観
Chigwel Court 
住居学
図4IAnchor Housing Association I 
(Chigwel Court (!) 
ノB:談話室(共有)
→C:廊下
Anchor I-lousing Associaion 
↑E・美容室 (共用)
Chigwell Court 
t 0 .洗濯室(共有) Anchor Housing Association 
(28) 
1 
‘'ー-
h也、.‘司、ー 一
持悶他 シェノレタードハウジング
ノG パスルーム
↑F:キッチン
Chigwell Housing Association 
一ー一一ー、~、
i A :外観
S upertide House 
The Abbyfield Society 
→ H:パーラー
図5 IThe A bbyfield Society I 
(Supertide House ⑤〉
ノB:住室内部
→ C:住室キッチン
(29) 
-117-
-118- 住居学
Atbeyfield Cambridge Society 
BROWN'S FIELD EXTRA CARE 
CHESTERTON 
エキストラケアハウス平面図}
The Abbyfield Society 
図7IH山 theAg叫Woking⑥)
↑A:本館外観 ノB:本館パーラー(共有部分)
本館 Help the Aged 
→ C;;本館食堂(共有部分)
(30) 
f寺田他:シェ Jレタードハウシンク 19-
↑D:外観 )' E :内部廊下
フラソトタイプl住宅
Help the Aged 
→ F:フラット内
t G :キッチン
フラットタイプl住宅
Help the Aged 
→ 1 ベ y ドルーム
(31) 
ノH:パーラー
-120 
↑J :外観
スタジォフラットタイフ。伎宅
Help the Aged 
住居学
→L:キッチン(スタジオドアを
開けると見える)
~M: 共有パス
ベソドシットタイプ住宅
Help the Aged 
→ 0:室内
(32) 
ノK:キッチン前のスタジオドア
ノN:室内
t p :外観
↑R :洗面所 ・便所
持m他:シェ Jレタードハウジング
.同
ι 
ナーシングJレー ム
He1 p lhe Aged 
P 
(33) 
1 Q:病室
i S :浴室
ナーシングノレーム
Help lhe Aged 
一121-
122 住居学
場L Centreの人は.a large ransom of moneyとし、
う言葉で言「ている。
総2. Centreの人はverygoodという言葉を使ってい
る。
キ3. Cenreの人の説明がとのようになっているため.
だ'，Mっているがけするととは山来ない。
織4. Centreの人の言である。
* 5. 実際のWardenは委であるがシェルタードハウジ
ングのゆiζ妥と共1:居住しているので休みの時や，
時間のある時は委の仕事を手伝うのである。
* 6. 80b氏の言で、ある。
ネ7. Anchorの人の言である。
*8. Anchorの人の説明のとおりにト ランスレイショ
ンしたもので.データーとしてあえてまとめる乙
とをさりている。
範 論
との調査lLよって.著し く判りした乙とがい くつかあっ
た。大きくは Iで述べた仮説か検証されたζとである。
以、下、主婆な問題について箇僚で述べる ζとにする。
① 住み込み管理者付きW町 den付き佐官li，意外に種
煩も室も多く供給されていた。
② しかし， ζの裂の住居が大量に供給されるようにな「
たのは比較的最近である。
③ 住居の司自・その供給方法・管理のあり方1:l;i.様々
ならのがあった。
④ たす.管理1:は“主主物の面倒を見る"ものと. “生
活(厚生関係)の面倒lを見る"2つの系統があり， ζれ
を重ねるζとは.ハックニィ HackneylL見られるようIL
混乱・負担の噌大等を来たし.本務がうまく行かはくな
るもとをつくる乙とが分った。
@ イギリスにおいては.個我の尊重(独居者の一入居
住日本Ic.おいては老人ホー ムはもと 4人部屋であったが
現在2人部屋になった。が，まだイギリスや西欧IL及ば
ない).老人1:適した諸施設設備の工夫(アラームシス
テムや段差のない厄日弘手摺り.その他間取りやデザイ
ン1(.細かな工夫がしである).システムの完成化(日本
ら見ると乙う見えるい外部との接触等がはかられてい
るのを見な。
⑥ ζのように，うまく行っている底陀は.イギリス人
全体のポランティア精仰がある乙とが分った(他でも疋1s
べたが，日本人と社会観か追うようで.真似できるか疑
問1:思った)。
① か.乙のソステムも.政府か公営住宅を20年もつく
らないという条件の下にあり，長い待期間等いろいろの
(34) 
問題となョてそれがあらわれている乙とが見られた。
⑤ 総じて，住居は住宅だけ与えるのでなく. j.の仮
説て・見たよう伝管理付きで，それもケア付きのものを併
せて与える必要のある乙とが'j!IJりした。仮説が説明でき
たと言えよう。
実はζの点が大事なことなので，もう一度ゃ、くわし
く乙の点に関する成果を述べておζう。
老人居住施設に閲する建築計画上の言重要な視点が得ら
れた。
Center {or Policy on AgingのHedleyTaylor 
氏の言うように.老人は主体的・客体的状況に応じて次々
K施設を与えても，それで老人は幸福かと言うとそうは
ならはいという。それは.自分の家から始まって，手ノz
自分の家→シェルタードハウジング→老人ホーム
→病 院→墓甥
ルタードハウジング. C~人ホーム，更IL (老人)病院と
与えられたとしても，次は墓場だと言う感がはいきれず、
墓場へのベルトコンベアの感があるからと言う。 ~HI命乙
の路線でもよいと言う人はかなりおり.そのいずれかを
選ぶかは個人の自由にまかされているとL、う。
か，乙、で示されているものは.在宅でも入院でもか
まわないが，一人の人間が自由と尊厳のうちにその主主役
を全う し終えるζとができると言うととで，そのための
介助・援護そのうらの組織だけでむく.家族にあうた人々
の温もりの環績. ζれを与えてやる乙とである。
ζれは正1(.r~体論』で言っている乙とで. 今後の問
題は. r老人問題の解決は.乙の r~体』を如何にっく
り出すかjの問題になるであろう。乙れは.老人がそE宅
であろうと.他の諸焔設1:入っていようと.それにはか、
わらないのである。とのととが.より鮮明になったと言
う乙とであろう。
③ 住宅を供給する経営形態については，住宅のみを供
給するのではなく. “生活を供給する"乃至“生活成立
を援ける方向の供給をする"組織になっている ζと，そ
してそれがが連休・論』で主張していると ζろと一致しb、
るとと等は③までで述べたが.もう一つ大事な上述の
“生活供給体"をとりまく環績と経営体の活動形態lζつ
いて言及してお乙う。
多くの老人住居援助組織に国 (Government)や地方
自治体 (LocalGovernment)から相当額の補助や援
助が出ており，自主的に補助や援助を仰がずやっている』
(run)組織協少なL、。今回調査した 5組織の中では
Help the Agedだけが熊補助でやっている。
I守1他:シュ Jレ中ード，、ウジメク -121 
しかし.だからとき勺て.得組織は問主性か江いかと
えうと.そうでははく非常に自由であり.多様多彩な住
宅生活供給形態を閥発して来ている。
各組織の)~本はボランティアの精仰で1'tかれており ，
経泌的活量産も乙、 Iζ求めているものも少なく f品、
これらのζ とは，$ラ Jティアの雰開気の少ない日本
で.政府の補助もfs.くirなわれようとしている乏人住宅
供給運動に.反白的1';'教訪1を与える乙とになろう。
ζのほかにも.指備しなけれはならない点は沢山ある
が. それらは調合結果報告の巾』ζ~I)~"であるので，それ
を参*'、されたい。
1) ，ej餅化社会年鑑'85/1985年12n2511/新時代社
p. 147 r 小笠原始次
:0 前掲 「高齢化社会年鐙'85Jp.16 1 黒田俊夫
3) 1府知59年度目本建築学会秋季大会研究協議会資料
，H刷年10月 日本建築学会・建築計l可委員会「高
齢社会IC向けての住居 ・伎煽境の課題Jpp. 8-9 
絞出秋~
4) tiHs 晴齢化社会fド盤85Jpp. 1 -466(金創
別1:長宗一 ・他
5 ) 高齢化社会年鑑'84 1942年2)]20日/新時代~I
PP.7 -16 郊須宗一
6 ) 前j!J r高齢社会IC向けてのD:居・0:.1)，'1鳴の謀題J
p.21 中大路美智子
7) 前借 「高雄総化社会年鑑・84Jp.61 高僑il-_人
8) jiHfl f高齢社会』ζ向けての住居 ・{主際情の課題J
p.21 巾大路美智チ
住居以外伝住んでいる間信も1978年31万5千5∞Li!
4ゑ 1 983'if.21万6001ぜ得ある。
9 ) 前m r高猷化社会年鑑・85Jp. 270 tj，山管吾
10) 育nlt.¥ r高齢化社会年館'85Jp. 123 前田信雄
11) 前借 「高齢社会』ζ向けての住居・住環績の課題」
p.22 中大路美智チ
12) 前掲 「高船化社会年鑑・85J
PP.121-125 前同信雄
11) 前掲「高齢化社会年鐙・85Jp.l22 前mlut4t 
65歳以ヒで病院内死亡:臼宅死亡は1.4倍， 5設間
隔で切った級ではζの比か5倍を起すものもある
(50-544主 5.2イ九 55-59袋 5.4倍等)。
14 ) 前渇 「荷船化社会年間・85J pp.123-125 
前田信雄
忌生省中間施設に閲する懸談会は1985年8月2日
「要介選老人対策の越本的与え万といわゆる中間施設
のあり方についてJと題する報告書を発ii.，同年1月
社会保障制度審査式会鐙議. r中間勉&のあり/j1'C
(35) 
ついてJて提示された円、わゆる中間施設JIC対す
る厚生省レベルの見、答を示した。その内千字は本文に
;，J'すようなものである。
15 ) 前掲 「高齢社会1:向けてのけ.1.5・住照筏の.3!MJ
pp.27-28 火原一興
老人ホームは1980年デンマーク1.331ケ所 ・49.J 
26べ yト(定員).ノルヴェ-655ケ所 ・14.042ベッ
ド・ 1ウェーデン 1，108ケ所 ・58.099ベソド(定
員)で.人口比K寸ると10万人当η.テン7 ←ク
26ケ所 ・961ベッ人ノ 11-ウ...-16ヶ月時 ・340ヘ ッ
ド.スウェーデン13ケ所・697ベ・γ ドであるのlζ宮、j
し，日本はわずか~ .3ケ所 ・ 165人分である ~ ，こ
の差ー が知事司lζ大きいか.敬'{か白日~ミiこ示している。
16) 前倒 「高齢化社会$鑑・85J
p.155 r 小牧原祐次
両日目 「高齢社会IC向けてのit民・イ下J).'I境の品切j
p.27 r 人阪一興
17) 生活の科学的考察 .ie態ふ・生活ーをト-'9 I~ fj'も
のとして見た吻合の精造と機能 (その3) 大阪'fi¥I.生
活科学部紀要第3巻 ・1982 pp.213-215 持m照夫
18) 前関「高齢化社会年館・85Jp. 261 木下茂徳
19) 前mr高齢化村会保.i!.'R.'i J p. 265 木下茂徳
之0) I高齢化社会と臼治体 ・l也妓/Uli約157年 1月IOfJ
ぎょ今せい pp. 295-299組原信文
P.502 坂IH矧雄
21 ) 首ij掲「商船化社会と向治体・ l也戚」
pp.476-478 坂田知i雄
22) 衝の中の小たな共同l休ーゾニアハウス/1961f[
6刀!日/中央法規山版株式会H
PP. 1 -191 高橋美与
23) 農村地域における老人福祉胞設に闘する調査研究
/昭和47年3月/全国共済農業協同組合迎合会
PP. 15-38 老人と家族持回照夫
pp，98-114 老人と住居 持旧照夫 ・持田町一千
PP，197. i}l1約 持田照夫
農村建築の研究一芭人生活と住居一 昭和48年目
月/前橋市立仁淀短期大学紀要?:Il7号
Pp.l05-194 待問lRLk
足立村ICおける老人施設の研究(その 1.施&杷鋸
の方法論)/昭和471Fl0月/日本住築学社秋季大会
慨使朱持団照夫・嘉U鹿志・持田昭子
農村における老人施設の研究(その2.家』矢内に
おける老人の地位)〆昭拘47年10月/日本態築学会
秋季大会大会使級集 持団照夫 ・嘉山恩志 ・符刷昭
子
-124- 住居学
広i村における老人施設の僻究(その3，援体iとして
の空間の機能〕持æ<<~夫 ・ 嘉山霊志 J待問l凶チ
農村における老人施設の研究(11(老人施設の実態
その 1) ./昭如47年3月/[J本総築学会関東支部研
究発表論文集待問照夫・持田l昭子・嘉山壁志
農村における~人胞設の研究(21 (老人縮設の実態
その2)/昭和4'7年3月/口本住築学会関東支部研
究発表論文集持田照夫・持団昭子・泉山翌志
農村における老人施設の研究(31(老人総投研究の
方法)/昭和47年3月/日本佳築学会関東支部研究
発表論文集持問照夫・持団昭子・嘉山聖志、
農村i乙おける~人胞設の研究(41 (Af;人施設の提案}
'昭如1¥7年3月/日本住築学会問点支部研究発表論
文集持出照夫
24) 地域開発'75.3 pp.76-87 (倍態論(21)/1975 
年3月 財同法人日本地域開発セ ンター/線認
待問問夫
j峨開発'75.4 PP.68-87 他紙命(3) '975年
4月/財団法人日本地峨開発セン宇ー/雑誌
持時J照夫
{~態論/H渇6年11fJ ./学長1版社/単行本
持田照夫
上記の3.i命文の中1:袈体に関して論じている。
25) 鈴木栄太郎がアメリカの社会学者ソ ローキン等か
用いている「ラーハン」と言う言言葉と成念をその著
「農村社会学原埋J(問和15年)の中で紹介し.用
いている。
こ、では人;体その:む味と閉じj意味と樗える。 li:l.ft
(Rural)か都市 (Urban)化する途ヰrでと弘農村
でもなく1Isrliでもはい中間の形を言う。 Ruralの
現代の家紋 1977年4月18臼ノ有斐閣ノジュリス
トt皆川総合特集 p.269 (股村と家族の関係の抑)
待出照夫原案
27) 前掲 f聞Iの中の小与な共同体ーシニアハウスーj
p.90 高橋英与
28) 老人住宅一ヨーロッハでの新たな展開/レオン ・
ゴールデンパーク二
財団法人新住吉皆及会 ・住宅住築術研究所
No.8321 /1983 
(昭如61年lJ-11日受翠j
あとがき
以よ見て来た乙とで，一言言「て霞きたい。それは.
他国の美点 ・成功を見てそれをまねしようという心照的
傾向についてである。多くの易会， 文化の形態はその国
の深いとζろに根ざしている。一寸まねられないのであ
る。日本の生産が資本主凝固第二1:なり.技術的にアメ
リカを後縛したとき，アメリカでは日本式経営法の研究
が始められた。しかし.結局それはまねられなくて徐て
られた。 Wl臓やi塑性的納得等より以前の国民性の深いと
乙ろからのギャップがあり，まねできないもの.または
人生の価縞観上まねしてはならぬものがあるからであろ
う。今回のイギリスのシェルタードハウジングも.その
底1:はイギリス人一人一人が持ヮてるボランタリーな社
会奉仕4覧会、や~人・障害者等を見る人間観 ・ 社会般かあ
り， 臼本人が.安易1:慾主主的』己点似しようとしてもよ主似
できないものがある。従ゥて.臼本は日本のやり方でやっ
て行かはければならないが.それはどのような形のもの
κはるのか。実は， I~銭的な参考という乙とではな く .
上述したような日本の行き方の模索1:， ζの報告が幾分
Rur-とUrban<.O-banが結合してRurbanとなった。 でも役立てば幸と考えている。
26) 前掲「農村地場における老人福祉総設に関する調
査研究J pp. 1 5-38~人と家疾持団照夫
(36) 
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Summary 
甘lerecently most important housing problems for the aged m Japan is that the problem of providing of the in. 
between accomodation for the aged. 
The sheltered housing in England is one of this sort of nccomodation. So both， Akiko and Teruo Mochida hod 
researched that sort of 3ccomodations in the period when we went to En以andfrom 25 of March to 11 of M泊yror the 
grant C of Osaka City University. 
η¥e Abbyfield Society: It provides 3n accomodation like a house in whlch elderly IJve togetner Uke a famlly. The 
house is siluated in a ordinary rcsidentiaJ area， one of the ordinary house which is bought， renewed， remodelled and 
partitioned into 6 or 7 bedsits rooms and an assemble room. TIley share 3 toilets und bath rooms and one housekeeper. 
百leymay eat logether in the assembly room， but can cook and eat in their own rooms. The office of this system is 
estabUshed in Hearlfordshirc. 
Anchor Housing Association: TIlis system provid巴sFlats for rent in one place and Bedsits for rent in another place. 
Tt has 3rd housing type of F1ats for sale. It runs remodelling house耳ofthe aged who 3re living in them. The houses 
for the aged above mentioned which this system provides 31 have a alarm system. TI¥e alarm system iJl the 1ast type of 
housing are connected to the warden '5 offices or the local authoritie 's offices. 
The Wardens in this system have only bu臼nessesfor the management and the mainlenance ior the buiJdings of the 
house for aged. The system contains upper researcherS of 5 or 6 peTsons and lower Iesearchers of about 300 persons 
in al of England. 
Hanover Housing Assocaition: This system provides Flats for renl and Flats for sa1e. Managers are sen! here the build・
mgs which this system provides from the otber welfare systems， so lhe wardens who live in the houses 01' thls system 
have only businesses for about the buildJngs whJch belong 10 it. 
Help the Aged: TI】ishas four types 01' Housing to the Aged. One is Bedsits， and 2nd Studio type， 3rd Flats for reOl and 
the last the Nursing Rooms IIke those in lhe hosptial. 
The accommodation we visited functions as an educationaJ institution fQr lraining the persons (wardens and others) 
who belong 10 thls system. 
National Federation of Housing Associatlon:明lISsystem makes Flats und rents 10 the aged. TIlis system has no perSOJl 
without wardens so wardens must have businesses for management and maintenance of the buildings which belong 
to出Issystem. The wardens have al50 the business for welfare so its burden is very heavy. It becomes a very serious 
probJem of this system. 
Cen位efor Policy 00丸geing;lt provides 31 ioformations for the aged in England 10 the people who research Ihe prol¥-
lems of lhe aged and other persons concerned in the matter of the aged problems. 
It sometimes judges and coordinales housing schemes of the houses which built by any Houslng Associations. 
This report， 1 think， would be helpful for thinking of the housing for lhe aged in Japan. 
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